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　昭和７年に社殿の改築が行われたとき、旧
本殿下の整地の折、地下から数個の巨石が発
見され、古墳であることがわかった。これら
の巨石は、古墳内石室のもので、磐座に使わ
れている巨石は上蓋という。牛頭天王社の拝
石や階段の台石などは、石室の壁面の石であ
る。こうして掘り出された石は、社殿前階段
右の台石や、本殿右側、垣内の磐座としても
祀られている。 

　社殿の改築工事に携わった関係者によると
「５、６個の巨石は掘り揚げたが、途中で崇
りを恐れそのまま埋め戻した」という話しも
伝えられている。従って石質はその大半が遺
され、石室内には被葬者や副葬品などが残さ
れていることも推定され、古代ロマンと“い
わくら”の語源が感じられる。 
　最終回、ご愛読有難うございました。 

岩倉市文化財保護委員長　中山　春義 

【２００８岩倉の文化財●～新溝古墳（昭和５１年２月岩倉市指定史跡）～】 
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岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲２月２２日、ライオンズクラブ

の皆さんが、岩倉中学校で薬物

乱用禁止に関する講座を開き

ました。 

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 
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ナゴヤシティブラスアンサンブル保 
育園演奏会・第３２回民族音楽レク 
チャーコンサート・桜苗木植樹式 

お母さんと子どものお口の健康クイズ 

市政の窓 １０ 

かたり商法 

２６ 知っておきたい健康講座 

いざ災害が起きたら 
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２７ 

消費者トラブルに巻き込ま 
れないために 
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３６ 

幸せな家庭 
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催し ２８ 

健康 ３１ 
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相談・その他 ３１ 

３ 
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平成２０年度施政方針 

妊婦健康診査の公費負担回数を３回か
ら６回に拡大します 
水道料金取り扱い業務を民間委託します 
水道水を安心して飲用していただくために 
４月からの国民年金保険料・年金給付
額をお知らせします 
岩倉市耐震改修促進計画を策定しました 
少人数授業等臨時講師を募集します 
「希望の家」「みどりの家」の業務を
NPO法人に委託します 
平成２０年度第１号被保険者の介護保
険料をお知らせします 
岩倉市農業振興事業助成制度を創設
しました 
４月１日オープン竹林公園 
４月から後期高齢者医療制度が始まります 
「子ども条例検討委員会」委員を募集します 
住宅無料耐震診断の対象範囲を拡大
します 
ご入学おめでとうございます 
４月１日から下水道が使用できる区域
が広がります 
樹木・樹林に報奨金を交付します 
ミニステージ・市民ギャラリーの利用
者を募集します 
織田伊勢守信安公・山内一豊公追悼会 
ナゴヤシティブラスアンサンブルの生
演奏で歌謡曲をうたおう 
国民健康保険税の納付書を送付します 
岩倉市まちづくりカレンダー作成委員
を募集します 
岩倉駅コンサート「セントラル愛知交響
楽団＆岩倉市ジュニアオーケストラ」 
春の交通安全県民運動 
第５３回四市交歓体育大会参加者を募
集します 
友好交流宿泊助成事業 
化粧品びんを「びん類」として回収します 
図書の貸出点数を変更します 
いわくら少年少女合唱団第１５期生を
募集します 
市民ギャラリー情報 
岩倉市の高齢者福祉 
第１２回いわくら五条川マラソン結果 
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改革と前進 

　
３
月
３
日
、
岩
倉
市
議
会
３
月

定
例
会
の
冒
頭
、
石
黒
靖
明
市
長

が
、
施
政
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
全
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 　
平
成
２０
年
第
１
回
岩
倉
市
議
会

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

平
成
２０
年
度
の
私
の
市
政
運
営
に

対
す
る
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、

市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
 

　
「
平
和
の
世
紀
」
や
「
環
境
の

世
紀
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
２１

世
紀
も
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

世
界
は
い
ま
だ
平
和
に
は
ほ
ど
遠

く
、
自
然
環
境
に
つ
き
ま
し
て
も

北
極
圏
な
ど
の
氷
は
観
測
史
上
最

小
を
記
録
し
、
国
内
で
は
昨
年
記

録
的
な
猛
暑
と
な
る
な
ど
、
温
室

効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
入
り

込
み
、
将
来
に
大
き
な
不
安
を
残

し
た
ま
ま
時
が
過
ぎ
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
原
油
高
や
米

国
の
信
用
力
の
低
い
個
人
向
け
住

宅
融
資
問
題
の
悪
影
響
な
ど
に
よ

り
、
株
価
の
下
落
を
は
じ
め
個
人

消
費
等
に
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
ま
た
、
最
近
で
は
「
食
の
安
全
」

が
お
び
や
か
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
も
安
心
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
で
は
あ

り
ま
す
が
、
嘆
い
て
い
る
ば
か
り

の
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
大
空
か
ら
時
代
を

し
っ
か
り
と
見
る
目
と
同
時
に
、

「
看
脚
下
」
と
い
う
言
葉
を
心
に

留
め
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
見
る

目
を
持
っ
て
、
市
民
の
皆
様
と
協

働
で
、
岩
倉
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

次
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
さ
て
、
平
成
２０
年
度
に
お
け
る

政
府
の
一
般
会
計
予
算
案
は
、
前

年
度
当
初
比
０
・
２
％
増
の
８３
兆

６
１
３
億
円
と
、
過
去
２
番
目
に

大
き
な
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
の
政
策
的
経
費
に
充

て
る
一
般
歳
出
は
０
・
７
％
増
の

４７
兆
２
千
８
４
５
億
円
と
な
り
、

歳
入
、
歳
出
と
も
前
年
度
に
続
き

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
予
算
案
の
総
額
で
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
公
共
事
業
費
の
削
減
や
新
規
国

債
発
行
額
を
減
額
す
る
な
ど
、
５

年
間
の
歳
出
削
減
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針

２
０
０
７
」
等
に
沿
っ
た
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
地
方
財
政
計
画
で
の
歳
入
歳
出

規
模
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
歳
出
の
抑
制
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
別
枠
で
あ
る
「
地
方
再
生

対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
た
結
果
、

前
年
度
当
初
比
０
・
３
％
増
の
８３

兆
４
千
１４
億
円
と
な
り
７
年
ぶ
り

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
都
市
と
地
方
間
の
財
政
力
格

差
に
配
慮
す
る
た
め
、
地
方
税
の

偏
在
是
正
に
よ
る
財
源
を
４
千
億

円
見
込
み
、
特
に
財
政
状
況
の
厳

し
い
地
域
に
重
点
的
に
配
分
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
予
算
に
占
め
る
一
般
財

源
総
額
は
、
前
年
度
当
初
比
１
・

１
％
増
の
５９
兆
８
千
８
５
８
億
円

と
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
市
の
平
成
２０
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
 

施政  
方 針  

か
ん
き
ゃ
っ
か
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「
第
３
次
岩
倉
市
総
合
計
画
」
と

「
岩
倉
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
に
意
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

私
の
政
治
目
標
で
あ
り
ま
す
「
改

革
と
前
進
」
を
基
本
と
し
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
北
街
区
市

街
地
再
開
発
事
業
な
ど
事
業
の
重

点
化
を
図
り
な
が
ら
予
算
配
分
を

行
い
ま
し
た
。
 

　
本
市
の
平
成
２０
年
度
一
般
会
計

予
算
案
の
総
額
は
１
３
２
億
５
千

万
円
で
、
前
年
度
当
初
比
４
・
７

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
の

主
な
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北

街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
連

す
る
工
事
費
や
小
中
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
、（
仮
称
）
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
 

　
歳
入
で
は
、
前
年
度
に
税
源
委

譲
さ
れ
た
個
人
市
民
税
と
た
ば
こ

税
の
減
収
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
か
ら
市
税
全

体
で
は
、
６３
億
９
千
２
０
０
万
円

で
１
・
１
％
の
増
を
見
込
み
ま
し

た
。
 

　
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
財
政
対
策
に
よ
る
「
地
方
再

生
対
策
費
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
も

１０
億
５
千
万
円
で
６
・
２
％
減
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
市
債
で
は
、
北
街
区
市
街
地
再

開
発
事
業
な
ど
の
借
り
入
れ
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
全
体
で
は

９
億
８
千
９
８
０
万
円
で
６
・
２

％
減
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

臨
時
財
政
対
策
債
は
４
億
１
千
万

円
と
８
・
９
％
の
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
 

　
市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ

数
年
に
わ
た
り
市
債
発
行
額
を
抑

制
し
て
き
た
こ
と
や
市
債
の
借
り

換
え
、
借
り
入
れ
利
率
の
引
き
下

げ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
市
債
借
入
残
高
が
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
努
力

を
行
い
な
が
ら
、
後
年
度
の
負
担

増
に
な
ら
な
い
よ
う
市
債
の
運
用

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
一
方
、
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
と
同
様
、
道
路
特
定

財
源
の
一
部
が
一
般
財
源
化
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
１
億
５
千
６

０
０
万
円
で
０
・
６
％
の
減
、
自

動
車
の
買
い
替
え
需
要
の
減
少
で

自
動
車
取
得
税
交
付
金
は
１
億
４

千
８
０
０
万
円
で
６
・
３
％
の
減

と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
児
童
手
当
の

拡
大
に
よ
り
必
要
と
な
る
財
源
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
と
同
様

地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り
手
当
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
２０
年
度
か

ら
適
用
さ
れ
る
個
人
住
民
税
に
お

け
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
実
施
に
と
も
な
う
地
方
公
共
団

体
の
減
収
分
に
つ
き
ま
し
て
も
、

地
方
特
例
交
付
金
の
増
額
に
よ
り

補
て
ん
さ
れ
る
見
込
み
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

　
公
共
料
金
の
改
正
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

創
設
に
よ
っ
て
必
要
と
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
は
、
不
確
定
部

分
が
多
い
た
め
、
平
成
２０
年
度

は
限
度
額
の
改
正
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
原
油
価
格
高
騰
な

ど
の
影
響
に
よ
る
急
激
な
賄
い
材

料
等
の
値
上
が
り
の
た
め
、
学
校

給
食
費
を
本
年
４
月
か
ら
１
食

あ
た
り
小
学
校
を
１０
％
増
の
２

２
０
円
に
、
中
学
校
を
８
・
７
％

増
の
２
５
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
２０

円
の
料
金
改
定
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

   　
次
に
、
平
成
２０
年
度
に
お
い
て

推
進
い
た
し
ま
す
４
つ
の
重
点
施

策
と
、
主
な
新
規
事
業
な
ど
に
つ

い
て
順
次
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。
 

  　
最
初
に
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
様
の
安
全
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

行
政
経
営
に
お
け
る
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
り
早
急
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
も
あ
り

ま
す
。
 

　
昨
年
は
、
震
度
６
強
の
能
登
半

島
地
震
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

あ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
１６
年
１０
月
の
新
潟

県
中
越
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
旧
山
古
志
村
村
長
の
防
災

講
演
会
で
は
、
命
の
大
切
さ
、
家

族
の
大
切
さ
、
ふ
る
里
の
大
切
さ

を
、
そ
し
て
平
凡
に
平
和
に
暮
ら

せ
る
こ
と
が
、
本
当
に
幸
せ
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
 

平成２０年度施政方針 

平成２０年度の４つの重点施策 

１．安全・安心のまちづくりの推進 

２．岩倉駅東地区市街地再開発事業の推進 

３．行財政改革の断行 

４．少子化対策の推進 

重
点
施
策
な
ど
 

重
点
施
策
な
ど
 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
 

り
の
推
進
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い
ま
す
東
海
地
震
な
ど
と
と
も
に
、

浸
水
対
策
等
の
防
災
の
備
え
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
 

　
地
震
対
策
で
は
、
昨
年
度
策
定

い
た
し
ま
し
た
「
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
い
て
、
「
学
校
施

設
耐
震
化
事
業
」
な
ど
、
計
画
的

に
耐
震
補
強
工
事
を
推
進
い
た
し

ま
す
。
平
成
２０
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
小
学
校
南
館
・
西
館
や

岩
倉
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
耐

震
補
強
工
事
と
東
小
学
校
南
館
の

耐
震
化
を
含
め
た
大
規
模
改
造
工

事
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
岩
倉
団
地
給
水
塔
や
北

部
保
育
園
西
棟
の
耐
震
補
強
工
事
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
耐
震

診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
補
助
と
と
も
に
、
新

た
に
非
木
造
住
宅
・
建
築
物
を
対

象
と
し
て
耐
震
診
断
の
補
助
を
い

た
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
地
震
発
生
ま
で
に
、
少

し
で
も
早
く
初
動
体
制
を
整
え
る

た
め
、
消
防
本
部
に
気
象
庁
か
ら

の
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
す
る
緊

急
地
震
速
報
受
信
機
器
を
設
置
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
浸
水
対
策
で
は
、
「
雨
水
整
備

計
画
」
に
基
づ
き
、
南
小
学
校
に

雨
水
を
地
下
貯
留
す
る
た
め
に
必

要
な
導
水
管
の
設
置
工
事
を
行
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
神
野
地
区
な
ど
の
浸
水

を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
２０
年
度

完
成
を
目
指
し
て
「
一
宮
春
日
井

線
排
水
路
布
設
工
事
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
救
急
体
制
の
強
化

の
た
め
高
規
格
救
急
車
を
増
車
す

る
と
と
も
に
、
「
防
災
用
非
常
持

出
袋
配
布
事
業
」
や
、
各
小
学
校

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
防
災
倉
庫

に
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
避
難
所
資

機
材
の
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
っ

て
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

岩
倉
幹
部
交
番
が
昨
年
移
転
し
た

こ
と
や
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
な
ど
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
犯
罪
発
生
件
数
が
、
昨
年

は
平
成
１８
年
と
比
較
し
て
２
７
１

件
、
２１
・
９
％
も
減
少
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
た
に
策
定
す
る
「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
」
な
ど
に
基
づ
い
て
、
江
南
警

察
署
や
市
民
の
皆
様
等
と
協
働
し

て
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
 

　
ま
た
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
き

ま
し
て
も
、
交
通
事
故
が
平
成
１８

年
に
比
べ
２７
件
、
１０
・
３
％
減
少

し
、
交
通
死
亡
事
故
は
、
幸
い
に

し
て
現
時
点
で
ゼ
ロ
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
区
画
線
引
な
ど

交
通
安
全
の
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
よ
り
一
層
の
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
す
る

た
め
、
生
活
安
全
指
導
員
を
行
政

課
生
活
安
全
係
に
配
置
い
た
し
ま

す
。
 

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
上
水
道
で
は

安
全
で
安
定
し
た
給
配
水
を
図
る

た
め
、
漏
水
調
査
や
岩
倉
団
地
配

水
場
自
家
発
電
設
備
改
修
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。
 

  　
第
２
は
「
岩
倉
駅
東
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
の
推
進
」
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
昨
年
度
は
、
岩
倉
市
の
長
年
の

夢
で
あ
り
ま
し
た
再
開
発
ビ
ル
な

ど
の
建
設
に
、
再
開
発
組
合
を
は

じ
め
と
し
て
多
く
の
関
係
者
の
皆

様
の
ご
努
力
で
着
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
ま

ち
の
新
し
い
顔
と
し
て
ま
た
、
中

心
市
街
地
活
性
化
の
要
と
し
て
の

「
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

が
、
平
成
２１
年
９
月
末
の
竣
工
に

向
け
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
 

　
平
成
２０
年
度
で
は
、
引
き
続
き

再
開
発
事
業
の
支
援
と
併
せ
て
、

再
開
発
ビ
ル
の
２
階
に
岩
倉
の
生

涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
な
り
ま
す

「
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
建
物
な
ど
を
取
得
い
た
し
ま
す
。
 

　
「
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

公
民
館
の
機
能
に
加
え
て
市
内
初

の
音
楽
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
備
え
た

幅
広
い
市
民
文
化
の
創
造
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
場
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。
 

平成２０年度施政方針 

岩倉駅東地区市街地再開発事業 ▲
 

岩
倉
駅
東
地
区
市
街
地
 

再
開
発
事
業
の
推
進
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な
お
、
工
事
期
間
中
は
市
民
の

皆
様
に
何
か
と
ご
不
便
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

  　
第
３
は
「
行
財
政
改
革
の
断
行
」

で
あ
り
ま
す
。 

　
国
か
ら
地
方
へ
と
い
う
地
方
分

権
改
革
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
地

域
の
課
題
は
地
域
が
主
体
的
に
解

決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
行
政
経
営
に
お
い
て

は
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
と
と
も

に
、
よ
り
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
こ
れ
ま
で
に
、
持
続
可
能

な
岩
倉
市
を
確
立
す
る
た
め
に
、

平
成
２１
年
度
を
目
標
と
し
た
「
岩

倉
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
職
員
の
減
員
や
事
務

事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
な
ど

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

 
こ
う
し
た
不
断
の
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
や
少

子
化
対
策
、「
（
仮
称
）
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
整
備
さ
れ

る
「
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事

業
」
、
都
市
計
画
道
路
等
の
都

市
基
盤
整
備
な
ど
、
現
下
の
課
題

解
決
を
図
る
と
と
も
に
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
 

 
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
福
祉

増
進
な
ど
の
行
政
需
要
に
備
え
る

た
め
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
断
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
平
成
２０
年
度
は
、
引
き
続
き
職

員
補
充
を
最
小
限
に
留
め
る
と
と

も
に
、
経
常
経
費
の
削
減
な
ど
の

ほ
か
、
民
間
委
託
で
は
水
道
事
業

の
検
針
徴
収
総
合
業
務
や
配
水
施

設
等
運
転
管
理
業
務
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
平
成

２０
年
度
の
削
減
総
額
は
２
億
１
千

５
１
０
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め
北
島

町
な
ど
で
の
企
業
誘
致
と
、
小
さ

な
試
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
広
告
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
参
画
で
補
助

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
公
正
・

公
平
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

そ
の
内
容
を
情
報
公
開
し
な
が
ら

平
成
２０
年
度
中
に
見
直
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
消
防
の
広
域
化
に
つ
き
ま
し
て

は
「
愛
知
県
消
防
広
域
化
推
進
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
関
係
市
町
と

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
第
４
は
「
少
子
化
対
策
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。 

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
と
と
も
に
、

次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
、

「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
に

基
づ
い
て
各
種
の

子
育
て
支
援
事
業

を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

　
子
ど
も
医
療
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
補
助
制
度
の

拡
大
に
よ
り
、
小

学
校
就
学
前
ま
で

の
通
院
と
中
学
校

卒
業
ま
で
入
院
が
無
料
化
さ
れ
た

こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
岩
倉
市
は

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
通
院
を
単

独
事
業
と
し
て
拡
大
助
成
し
、
子

育
て
中
の
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
一
般
不
妊
治
療
費
の
助

成
や
、
妊
娠
中
の
母
子
の
健
康
を

守
る
た
め
妊
婦
健
康
診
査
の
拡
充

を
行
い
ま
す
。
 

　
「
子
ど
も
条
例
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成

長
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
市
民
参

画
で
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
家
庭
を
地

域
で
見
守
る
た
め
の
「
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
」
と
と
も
に
、
子
育
て

に
関
す
る
支
援
な
ど
を
行
う
「
つ

ど
い
の
広
場
」
を
昨
年
度
の
東
部

保
育
園
に
続
い
て
西
部
保
育
園
に

も
設
け
ま
す
。
 

　
な
お
、
専
業
主
婦
の
方
な
ど
の

育
児
疲
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
事
業
」
と
し
て

南
部
保
育
園
で
の
一
時
保
育
の
拡

充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

   　
次
に
、
主
な
新
規
事
業
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
ず
健
康
・
福
祉
で
あ
り
ま
す
。 

平成２０年度施政方針 

新
規
事
業
 

新
規
事
業
 ▲西部保育園にも新たに設置されるつどいの広場（東部保育園） 

行
財
政
改
革
の
断
行
 

少
子
化
対
策
の
推
進
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健
康
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
健
康
い
わ
く
ら
２１
」
に
基
づ
い

て
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
誰
も

が
健
康
で
心
豊
か
で
元
気
に
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
い
た

し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
８
０
２
０
運
動
の
一
つ

と
し
て
、
６５
歳
の
方
全
員
を
対
象

に
歯
周
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め

「
６５
歳
節
目
歯
科
健
康
診
査
」
を

新
た
に
行
い
歯
科
健
康
診
査
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
脳
梗
塞
・
く
も
膜

下
出
血
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
の
早

期
発
見
や
予
防
の
た
め
、
国
民
健

康
保
険
事
業
で
行
っ
て
い
ま
す
脳

ド
ッ
ク
・
脳
検
査
の
受
診
者
の
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
平
成
２０
年
５
月
の
江
南

厚
生
病
院
の
オ
ー
プ
ン
に
と
も
な

い
「
こ
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
運

営
費
の
一
部
を
補
助

い
た
し
ま
す
。
 

　
長
寿
社
会
へ
の
対

応
で
は
、
平
成
２０
年

度
に
国
の
医
療
制
度

改
革
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
と
特

定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
が
新
た
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
の
で
、
円
滑
か
つ

確
実
な
実
施
に
向
け

医
療
と
保
健
の
連
携

を
さ
ら
に
密
に
す
る

と
と
も
に
、
特
定
健

康
診
査
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

様
の
健
康
を
守
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
と
同
様
、
他
の
医

療
保
険
加
入
者
に
つ
い
て
も
全
項

目
に
拡
大
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
県
で
は
福
祉
医
療
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
に
対
す
る
医
療
費

の
自
己
負
担
分
の
助
成
が
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
岩
倉
市
で
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
健
康
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

単
独
事
業
と
し
て
全
額
を
助
成
い

た
し
ま
す
。
 

　
介
護
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

認
知
症
の
早
期
発
見
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
認
知
症
ケ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
養
成
と
併
せ
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
２１
年
度
か
ら

平
成
２３
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
４
期
岩
倉
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
老
人
憩
の
家
の
老
朽
化

な
ど
に
と
も
な
い
、
八
剱
町
に
お

年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
心

身
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て

「
（
仮
称
）
老
人
憩
の
家
」
を
建

設
す
る
た
め
の
基
本
設
計
を
行
い

ま
す
。
 

　
障
害
者
福
祉
で
は
、
昨
年
度
策

定
い
た
し
ま
し
た
平
成
２０
年
度
か

ら
平
成
２４
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
「
岩
倉
市
障
害
者
計
画
」
を
基

本
に
、
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
手
話
通
訳
の
配
置
や
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
と

も
な
う
激
変
緩
和
な
ど
の
た
め
に
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
補
助
等

を
行
い
ま
す
。
 

　
次
に
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
 

　
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は

「
新
教
育
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

岩
倉
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
生
き
る
力
を
育
む

と
と
も
に
、
未
来
に
夢
と
希
望
を

抱
き
な
が
ら
い
き
い
き
と
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環

境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
学
校
図

書
館
図
書
と
併
せ
て
読
書
指
導
員

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
子
ど
も
と

親
の
心
を
育
み
支
え
る
「
子
ど
も

と
親
の
相
談
員
設
置
事
業
」
や
「
少

人
数
授
業
等
臨
時
講
師
事
業
」
な

ど
を
引
き
続
き
推
進
い
た
し
ま
す
。
 

　
学
校
施
設
の
整
備
で
は
「
岩
倉

中
学
校
北
館
屋
上
防
水
事
業
」
や

両
中
学
校
の
「
扇
風
機
設
置
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
、
学
習
環
境
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
生
涯
学
習
の
推
進
で
は
「
生
涯
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学
習
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
・

拡
充
と
と
も
に
、「
文
化
講
演
会

開
催
事
業
」
や
「
父
親
の
家
庭
教

育
参
加
促
進
事
業
」
な
ど
を
行
い
、

こ
の
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま

す
「
楽
し
く
学
び
人
と
ひ
と
と
が

響
き
合
う
ま
ち
い
わ
く
ら
」
の
実

現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

　
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

青
少
年
健
全
育
成
の
一
つ
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
育
成

や
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

行
い
ま
す
。
 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
「
市
民

一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
す
る
た
め
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に

わ
た
っ
て
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

が
主
体
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
く

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
平
成
２０
年
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
設
立
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
「
岩
倉
北
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
を
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修

を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
続
い
て
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
 

　
道
路
は
、
古
代
か
ら
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
ま
ち
の
発
展
を
支
え

る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
社
会
資

本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
幹
線

道
路
で
は
、
北
島
藤
島
線
の
整
備

促
進
と
と
も
に
、
豊
田
岩
倉
線
に

つ
き
ま
し
て
は
平
成
２０
年
度
完
成

に
向
け
、
引
き
続
き
工
事
を
推
進

い
た
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
駅
東
地
区
の
活
性
化

の
か
ぎ
と
な
り
ま
す
桜
通
線
の
整

備
促
進
を
図
る
た
め
、
一
部
道
路

用
地
を
先
行
取
得
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
 

　
ま
た
、
名
古
屋
江
南
線
や
一
宮

春
日
井
線
な
ど
の
県
事
業
に
つ
い

て
も
工
事
着
手
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
早
期
整
備
に
向
け
関
係
機

関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
身
近
な
生
活
道
路
に
お

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
側
溝
の

改
良
を
重
点
に
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

　
橋
梁
の
整
備
で
は
、
老
朽
化
し

た
生
田
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
県
・

岩
倉
市
・
北
名
古
屋
市
の
共
同
で

行
い
ま
す
。
 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
五
条
川
右
岸
処
理
区
の
面

整
備
と
し
て
、
西
市
町
や
宮
前
町
、

新
い
づ
み
団
地
な
ど
の
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、「
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、

岩
倉
駅
ホ
ー
ム
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
鉄
道
事
業
者

と
共
同
で
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。 

　
次
に
、
よ
り
快

適
な
環
境
の
創
出

で
あ
り
ま
す
。
 

　
冒
頭
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、

地
球
温
暖
化
に
よ

る
環
境
の
破
壊
や

異
常
気
象
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
本
市
の
取
り
組

み
は
、
こ
れ
ま
で

庁
舎
の
太
陽
光
発

電
や
天
然
ガ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
、

電
気
自
動
車
の
導
入
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
岩
倉
市
が
一
事
業
所
と
し

て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
抑
制

を
図
る
た
め
の
「
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
資
源
循
環
型
社
会
を
構

築
す
る
た
め
「
第
三
次
岩
倉
市
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
的
な

課
題
と
し
て
の
レ
ジ
袋
の
削
減
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
レ
ジ
袋
削

減
取
組
店
制
度
と
併
せ
、
ご
み
を

元
か
ら
減
ら
す
運
動
の
一
つ
と
し

て
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働

で
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
な
お
、
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
施

設
整
備
に
必
要
と
な
る
負
担
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
公
園
整
備
事
業
で
は
「
緑
の
基

本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
公
園
が

不
足
し
て
い
ま
す
東
部
地
区
に
、

昨
年
度
用
地
取
得
い
た
し
ま
し
た
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「（
仮
称
）
長
瀬
公
園
」
の
整
備
工

事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
五
条
川
尾
北
自
然

歩
道
の
環
境
整
備
と
し
て
、
お
祭

り
広
場
の
ト
イ
レ
改
修
に
併
せ
て

多
目
的
ト
イ
レ
を
新
設
い
た
し
ま

す
。
 

　
な
お
、
五
条
川
の
桜
に
つ
き
ま

し
て
は
、
「
岩
倉
五
条
川
桜
並
木

保
存
会
」
な
ど
の
協
力
を
得
て
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
続
い
て
産
業
の
振
興
で
あ
り
ま

す
。
 

　
農
業
振
興
で
は
、
農
業
後
継
者

の
育
成
や
農
地
の
保
全
・
活
用
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
意
欲
的
な
農

業
者
を
支
援
す
る
た
め
「
農
業
振

興
事
業
助
成
金
」
を
創
設
い
た
し

ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
特
産

農
産
物
と
し
て
、
高
齢
者
で
も
手

軽
に
栽
培
で
き
る
新
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
の
研
究
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
品
目
を
ミ
ニ
野
菜
の
「
ち

っ
チ
ャ
イ
菜
」
に
絞
り
込
み
、
農

家
の
協
力
を
得
て
栽
培
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
新
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
の
学
校
給
食
へ
の
導
入
な
ど
に

よ
り
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
食
の
安
全
を
守
る
た
め

国
内
産
の
原
材
料
等
の
使
用
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
団
塊
世
代
の
退
職

後
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
で
も

あ
り
ま
す
農
業
体
験
塾
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
 

　
商
業
な
ど
の
振
興
で
は
、
駅
東

地
区
の
再
開
発
と
連
動
し
て
、
商

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

　
ま
た
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
中
小
企
業
へ

の
金
融
支
援
と
し
て
、
融
資
制
度

な
ど
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
岩
倉
を
元
気
に
す

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
「
桜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。
 

　
雇
用
問
題
で
は
、
額
に
汗
し
て

懸
命
に
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
低
所
得
の
状
態
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
ま
ま
不
安
定
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
方
が
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓

き
、
将
来
の
展
望
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
市

長
会
を
通
し
て
国
へ
要
望
し
て
い

く
と
と
も
に
、
格
差
是
正
の
一
つ

と
し
て
、
相
談
窓
口
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

　
消
費
者
行
政
で
は
「
多
重
債
務

対
策
連
絡
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

庁
内
各
部
署
と
横
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
多
重
債
務
を
抱
え
る
方

に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
い
た

し
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
諸
施
策
の
ほ
か
、
第

４
次
岩
倉
市
総
合
計
画
策
定
に
向

け
て
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
「
市

民
意
向
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
愛
知
万
博
の
一
市
町
村

一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
理

念
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
国
際
交
流
の
充
実
を
図
る
た

め
「
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー

ト
」
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

　
広
聴
の
充
実
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

併
せ
て
、
市
民
自
治
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
公
募
に
よ
り
岩
倉
市
の

施
設
な
ど
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。 

　
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
財
政
改
革
を
断
行
す
る
と
と
も

に
自
立
し
た
岩
倉
市
を
基
本
に
置

き
な
が
ら
、
平
成
２０
年
度
に
行
う

「
市
民
意
向
調
査
」
の
中
で
合
併

に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
以
上
、
平
成
２０
年
度
に
お
け
る

市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

私
の
所
信
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
平
成
２０
年
度
は
、
５
期
目
の
仕

上
げ
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の

政
治
目
標
は
こ
れ
ま
で
、「
若
さ

と
活
力
の
あ
る
市
政
」、「
ふ
れ
あ

い
と
真
心
の
市
政
」、「
誇
り
と
夢

の
あ
る
市
政
」、「
安
全
・
安
心
、

心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
市
政
」、

そ
し
て
５
期
目
は
「
改
革
と
前
進
」

を
掲
げ
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
市
民
が
主
役
の
岩

倉
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
平
成
２０
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

「
改
革
と
前
進
」
を
基
本
に
、
誰

も
が
岩
倉
に
本
当
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け

る
「
安
全
・
安
心
、
便
利
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
持
て
る
力
の

す
べ
て
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
は

じ
め
議
員
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
施
政
方
針
説
明
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平成２０年度施政方針 

▲新ブランド野菜「ちっチャイ菜」 

５月１日号では、副市長、教育長による 
「私の取り組み」をご紹介します。 



平成20年4月1日 10

●
市
政
の
窓
●
 

水
道
料
金
取
り
扱
い
業
務
 

を
民
間
委
託
し
ま
す
 

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
 

負
担
回
数
を
３
回
か
ら
 

６
回
に
拡
大
し
ま
す
 

水
道
水
を
安
心
し
て
飲
用
 

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
 

　
岩
倉
市
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費

負
担
回
数
を
３
回
か
ら
６
回
に
増
や
し
ま

す
。
 

●
対
象
　
平
成
２０
年
４
月
１
日
以
降
の
妊

娠
届
出
者
。
な
お
、
平
成
２０
年
３
月
３１
日

ま
で
に
妊
娠
届
出
を
さ
れ
た
妊
婦
で
、
出

産
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
も
追
加
で
受

診
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

●
そ
の
他
　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
受

診
票
を
交
付
し
ま
す
。
 

　
母
子
健
康
手
帳
は
、
毎
週
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
４５
分
〜
１１
時
（
初

産
の
人
は
午
前
１０
時
ま
で
に
受
付
）
に
保

健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
ご
都

合
の
つ
か
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
妊
娠
か
な
と
思
わ
れ
た
と
き
は
、
産
婦

人
科
を
受
診
し
、
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
毎
月
１
回

（
妊
娠
２４
週
以
降
に
は
２
回
さ
ら
に
３６

週
以
降
は
毎
週
１
回
）
健
康
診
査
を
き

ち
ん
と
受
け
て
胎
児
の
育
ち
具
合
や
、
血

圧
・
尿
な
ど
の
状
態
を
診
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
‐

３
５
１
１
）
ま
で
。
 

      　
４
月
１
日
（火）
か
ら
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経

費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
水

道
料
金
取
り
扱
い
業
務
等
を
委
託
し
ま
す
。
 

な
お
、
委
託
後
も
、
水
道
料
金
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
に
つ
い
て
も
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。
 

●
委
託
す
る
業
務
内
容
 

①
受
付
に
関
す
る
業
務
 

②
水
道
料
金
の
収
納
に
関
す
る
業
務
 

③
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
な
ど
に
関
す
る
業

務
 

④
引
越
な
ど
に
よ
る
水
道
の
開
始
・
中
止

に
関
す
る
業
務
 

●
委
託
先
　
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
 

●
委
託
期
間
　
３
年
間
（
４
月
１
日
〜
平

成
２３
年
３
月
３１
日
）
 

※
委
託
会
社
の
従
業
員
や
検
針
員
が
訪
問

す
る
と
き
は
、
委
託
会
社
指
定
の
制
服
を

着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
に
思
わ
れ
る
場
合
は
、
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
６
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
安
心
し
て
水
道
水
を
飲

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
道
法
に
基

づ
き
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
水
道
水
質
検

査
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
水
道
課
で
い
つ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
６
）
ま
で
。
 

      【
国
民
年
金
保
険
料
】 

　
４
月
か
ら
平
成
２１
年
３
月
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
１
万
４
千
４
１
０
円

と
な
り
ま
す
。
 

【
年
金
給
付
額
に
つ
い
て
】 

　
平
成
２０
年
度
の
年
金
額
は
据
え
置
き
で

す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
人
は
、
平
成
１９
年
度
と
同
様
に
年
額

７９
万
２
千
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
年

金
担
当
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
た
は
、
 

一
宮
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０
５
８
６
‐

４
５
‐
１
４
１
５
）
ま
で
。
 

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
 

料
・
年
金
給
付
額
を
お
知
ら
 

せ
し
ま
す
 



平成20年4月1日 11

●
市
政
の
窓
●
 

少
人
数
授
業
等
臨
時
講
師
 

を
募
集
し
ま
す
 

岩倉市耐震改修促進計画を策定しました 

岩倉市耐震改修促進計画の概要 

　阪神・淡路大震災（平成７年１月発生）では、住宅・建築物
の倒壊等により多くの尊い命が奪われました。 
　近年においても、新潟県中越地震、能登半島地震など大地震
が頻発しており、大地震はいつどこで発生してもおかしくない
状況にあります。特に、東海地震、東南海・南海地震、日本海
溝・千島海溝周辺海溝型地震および首都圏直下地震については、
発生の切迫性が指摘され、ひとたび地震が発生すると、被害は
甚大なものになると想定されています。岩倉市も「東南海・南
海地震に係る地震防災対策推進地域」に指定されており、大規
模地震の危険性の高い地域となっています。 
　このような背景のもと、計画的な耐震化の推進・建築物に対する指導の強化・耐震化に係る支援措置
の拡充を行い、建築物の耐震改修を緊急に促進するため、平成１７年１１月に「建築物の耐震改修の促
進に関する法律」が改正され、各公共団体において計画的な耐震化を進めるため「耐震改修促進計画」
を策定することとなっており、愛知県では平成１８年度に「愛知県建築物耐震改修促進計画」が策定さ
れました。 
　岩倉市においても、これまで愛知県と協力しながら、住宅の無料耐震診断や耐震改修補助等を行って
きました。しかし、大地震はいつ発生するかわかりません。そのため、住宅や建築物の耐震化をこれま
で以上の迅速さで促進し、市民の皆さんの生命や財産を守るため、「岩倉市耐震改修促進計画」を策定
しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●問合先　土木課建築係（☎６６‐１１１１内線６５８）まで。 

　計画の対象地域は、岩倉市全域とし、計画期間は平成２７年度までです。 
①国および県の計画に基づき、住宅および多数の人が利用する建築物の耐震化率の目標を９０％
とします。 
②市有公共建築物については、平成２７年度までに、すべて耐震化することを目標とします。 
③「愛知県地域防災計画」で定められた第一次、第二次緊急輸送路のほかに、岩倉市が指定する
避難路等を定めました。これは、避難所等への物資の輸送等にも使用されます。 
④重点的に耐震化を進める区域を定め、地震災害の意識の向上を図っていきます。 
⑤岩倉市地震防災マップ（今回の広報と同時配布）を作成し、市民の皆さんに、今住んでいる地
域の地震時の揺れやすさ、危険度と併せて、避難施設・緊急輸送路・避難路等を周知します。 

      　
平
成
２０
年
度
採
用
の
少
人
数
授
業
等
臨

時
講
師
を
募
集
し
ま
す
。
 

●
勤
務
内
容
　
児
童
生
徒
に
対
し
、
個
々

の
学
習
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導

を
す
る
た
め
の
補
助
 

●
勤
務
時
間
等
　
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
５
日
間
で
１
日
４
時
間
 

●
資
格
　
中
学
校
（
数
学
）
教
員
免
許
 

●
採
用
人
数
　
１
人
 

●
雇
用
期
間
　
平
成
２０
年
４
月
〜
平
成
２１

年
３
月
末
 

●
採
用
予
定
日
　
４
月
１４
日
 

●
賃
金
等
　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給
 

●
応
募
期
間
　
４
月
１
日
（火）
〜
１０
日
（木）
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
 

●
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
に
備
え
つ
け

の
専
用
応
募
用
紙
 

●
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

平
成
２０
年
度
第
１
号
被
保
険
 

者
の
介
護
保
険
料
を
お
知
ら
 

せ
し
ま
す
 

　
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
６５
歳
以
上
の

人
の
平
成
２０
年
度
の
介
護
保
険
料
額
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
保
険
料
額
は
、

表
の
と
お
り
で
す
）
。
 

　
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
の
人
に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収

の
お
知
ら
せ
」
を
、
ま
た
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い

た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は「
納
入
通
知

書（
仮
徴
収
額
通
知
書
）」を
４
月
上
旬
に

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と

な
る
平
成
１９
年
中
の
所
得
金
額
が
確
定
し

て
い
な
い
た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料
額

は
仮
徴
収
の
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

合
計
所
得
金
額
の
確
定
後
の
本
徴
収
額
は
、

７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

「希望の家」「みどりの家」の業務をＮＰＯ法人に委託します 
　青少年宿泊研修施設「希望の家」と

地域交流センター「みどりの家」につ

いては、４月１日から市内のＮＰＯ法

人に業務委託します。これにともない

「希望の家」の利用申し込みについて

は、直接「希望の家」で行いますので

よろしくお願いします。 

希望の家 
●委託先　ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）わくわく体験隊 

●利用申込方法　利用しようとする日の属する月の２か月前の月の初日（ただし、その初日が休館日

（水曜日）の場合はその翌日）の午前９時から午後５時まで希望の家（川井町江崎３８１９‐１）で直

接受け付けます。※土・日曜日も受け付けます。 

みどりの家 
●委託先　ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）イキイキライフの会 

●利用申込方法　特に変更はありません。 

●問合先　児童課（☎３８‐５８１０）、希望の家（☎３７‐４１９１）、みどりの家（☎６６‐６７

００）まで。 

平成２０年度の所得段階別介護保険料 

平成１８～２０年度の基準額（月額） 

所得段階  

※老齢福祉年金…明治４４年（１９１１年）４月１日以前に生まれた方が受けている年金です。 
※合計所得金額…「所得」とは実際の「収入」から「必要経費相当額」を差し引いた額です。 
※課税年金収入額…老齢退職年金等の課税年金収入が対象であり、遺族年金・障害年金等の非課税年金収入は対象となりません。 

対　象　者  

（所得段階の第４段階の額） 

計算方法  

３，７８５円 

保険料年額  

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階  

老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が市民税非課税の人、生活保護を受給している人 

本人および世帯全員が市民税非課税で、「合計所得金額」と「課税年金収入額」が８０万円（年間）以下の人 

本人および世帯全員が市民税非課税で、第２段階以外の人 

本人が市民税非課税の人（世帯内に住民税課税者がいる場合） 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」が２００万円未満の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」が２００万円以上５００万円未満の人 

本人に市民税が課税されていて、「合計所得金額」が５００万円以上の人 

３，７８５円×０．５×１２か月 

３，７８５円×０．５×１２か月 

３，７８５円×０．７５×１２か月 

３，７８５円×１．０×１２か月 

３，７８５円×１．２５×１２か月 

３，７８５円×１．５×１２か月 

３，７８５円×１．７５×１２か月 

２２，７００円 

２２，７００円 

３４，０００円 

４５，４００円 

５６，７００円 

６８，１００円 

７９，４００円 

▲希望の家 

▲みどりの家 
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●
市
政
の
窓
●
 竹　林　公　園 ４月１日オープン 

　４月１日（火）、市内曽野町と大市場町にかかる五条川沿いに面積約３，５００㎡の竹林公園がオー
プンしました。 
　この公園は、他の公園と違い遊具はありませんが、市内に少なくなった竹林と高木を保存し、水際に
近づくことができる水上デッキを設けています。 
　植物が生育できる護岸と川幅を広くしたワンドを愛知県が整備し、水上デッキや園路、トイレを市が
設置しました。 
　園内のクスノキやムクノキなどの大木にはいつも野鳥が飛来し、水際にもいろいろな魚などが生息し
ています。都会の中の緑豊かな空間で、静かにゆったりと安らぎのひとときを楽しんでみてはいかがで
しょうか。 
●問合先　都市計画課工務係　（☎３８‐５８１４）まで。 

　
平
成
２０
年
度
か
ら
、
農
業
後
継
者
の
育

成
や
農
地
の
保
全
・
活
用
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
農
業
者
等
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま

れ
る
農
業
振
興
事
業
に
対
す
る
助
成
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。
 

●
助
成
対
象
事
業
・
金
額
　
市
内
の
農
業

者
・
農
業
活
動
団
体
等
が
行
う
下
表
の
事

業
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
審
査
会
で
審
査
の
う
え
、
助
成

の
決
定
を
行
い
ま
す
。
 

●
事
業
期
間
　
平
成
２０
年
度
中
に
実
施
さ

れ
る
事
業
 

●
申
請
の
手
続
き
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
４
月
３０
日

（水）
ま
で
に
商
工
農
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

意
欲
的
な
農
業
者
の
農
業
活
動
を
支
援
し
ま
す
 

岩
倉
市
農
業
振
興
事
業
助
成
 

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
 

事業区分 

農作物等振興 
事業 

農業経営等支 
援事業 

遊休農地等活 
用推進事業 

都市景観農業 
振興事業 

交流事業 

その他の事業 

ブランド野菜等の振興や地産地消の推進など、農作物の消費拡大や振興に寄与するもの 
であること。 

事業費の２分の１以内。ただし、個人 
５万円、団体３０万円を上限とする。 

農業体験農園やふれあい農園等の整備など、遊休農地の活用に寄与するものであること。 
事業費の２分の１以内。ただし、１,０００ 
円／１０㎡を上限とする。 

景観作物の栽培など、都市景観農業の向上に寄与するものであること。 
事業費の２分の１以内。ただし、個人 
５万円、団体３０万円を上限とする。 

農業者と消費者との交流や、農業振興に資するイベントなど、農業に対する理解促進に 
寄与するものであること。 

事業費の３分の１以内。ただし、団体 
のみで、５０万円を上限とする。 

その他、農業振興に寄与するもので、審査会の意見等に基づき、市長が特に必要と認め 
る事業。 

事業費の２分の１以内。 
ただし、３０万円を上限とする。 

事業費の３分の１以内。 
ただし、１００万円を上限とする。 

オペレータの育成や新規就農者の育成、農業機械の整備など、地域農業者の経営の安定 
に寄与するものであること。ただし、オペレータとして愛知北農業協同組合の委託を受 
ける者または、認定農業者等の認定者もしくは認定を受けようとする者であること。 

助成事業  助成金額  

N

岩
倉
駅
 

名
鉄
犬
山
線
 

南
部
中
 

矢
戸
川
 

小牧市 

北名古屋市 

大
山
寺
駅
 

五
条
川
 

★ ◯文 

竹
林
公
園
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４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
 

制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

「
子
ど
も
条
例
検
討
委
員
会
」 

委
員
を
募
集
し
ま
す
 

住
宅
無
料
耐
震
診
断
の
対
象
 

範
囲
を
拡
大
し
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
 

      　
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
に
か
わ
り
、
４

月
１
日
（火）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
７５
歳
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
は
６５

歳
）
以
上
の
人
で
す
（
生
活
保
護
の
被
保

護
者
は
対
象
者
か
ら
除
か
れ
ま
す
）
。
 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
医
療

機
関
に
提
示
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

　
３
月
末
日
ま
で
老
人
保
健
医
療
を
受
け

て
い
た
人
、
お
よ
び
４
月
１
日
（火）
ま
で
に

７５
歳
に
な
る
人
（
昭
和
８
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
は
、
４
月
１
日
（火）

か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
３
月
末
ま
で
に
郵
送
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
４
月
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昭
和
８
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て

は
、
７５
歳
の
誕
生
日
か
ら
使
え
る
よ
う
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
順
次
郵
送

し
ま
す
。
 

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
 

　
３
月
末
ま
で
に
医
療
機
関
に
提
示
し
て

い
ま
し
た
、「
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
」

「
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
「
老
人
保
健
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
」
は
、
４
月
１
日
（火）
か
ら
使

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
証
に
つ
い
て
は
、
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
係
ま
で
お
届
け
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身

で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た
時
点
で
、

そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資

格
は
喪
失
し
ま
す
。
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
の
本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
該
当

し
た
場
合
、
そ
の
７５
歳
未
満
も
同
様
に
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
の
手
続
き
 

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

★
６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
で
、
一
定
の

障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
へ
 

　
６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
で
老
人
保
健

制
度
を
障
害
認
定
に
よ
り
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、
原
則
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
届
出
に
よ
り
、
現
在
の
健
康
保
険
に

引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
際
は
、
障
害
者
医
療
等
の

医
療
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
 

　
原
則
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
天
引
き

す
る
額
を
記
載
し
た
通
知
書
を
４
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
原
則
と
し
て
、
年
金
が
年

額
１８
万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
の

徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
金
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
こ
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
２０
年

度
に
限
り
、
加
入
時
に
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
保
険
者
本
人
で
あ
っ
た
人
は
、

平
成
２０
年
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
（
納

付
書
な
ど
に
よ
り
収
め
る
こ
と
）
と
な
り

ま
す
。
 

※
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
場
合
は
、
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か

ら
２
年
間
は
均
等
割
額
が
５
割
減
額
さ
れ

所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
平

成
２０
年
４
月
か
ら
９
月
は
保
険
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
１０
月
か
ら
平
成
２１
年
３
月
は

均
等
割
額
が
２
千
円
（
６
か
月
分
）
に
な

り
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
に
関

す
る
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
子
ど
も
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
、

子
ど
も
の
現
状
や
思
い
・
願
い
を
し
っ
か

り
受
け
と
め
、
子
ど
も
の
権
利
・
救
済
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
「
（
仮
称
）
岩
倉

市
子
ど
も
条
例
」
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
条
例
づ
く
り
の
検

討
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
子

ど
も
施
策
に
関
心
が
あ
る
人
 

●
募
集
人
数
　
３
人
（
応
募
者
が
多
数
の

場
合
は
、
選
考
の
う
え
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）
 

●
募
集
期
限
　
４
月
１５
日
（火）
 

●
内
容
　
会
議
を
１０
回
程
度
予
定
し
て
い

ま
す
。
 

●
任
期
　
委
嘱
す
る
日
か
ら
平
成
２０
年
１２

月
末
ま
で
 

●
謝
礼
　
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎

３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。
 

      　
地
震
に
強
く
安
心
し
て
住
め
る
わ
が
家

の
た
め
に
、
愛
知
県
の
耐
震
診
断
士
と
し

て
登
録
さ
れ
た
一
級
建
築
士
に
よ
る
耐
震

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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●
市
政
の
窓
●
 

　
耐
震
診
断
士
は
、
建
築
物
の
地
震
に
対

す
る
安
全
性
を
構
造
に
応
じ
て
適
切
に
評

価
し
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
今
ま
で
実
施
を
し
て
き

ま
し
た
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
に
加

え
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
補
助
金
の
給

付
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
と
お

り
で
、
対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
建
築
物
で
す
。
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
空
き
家
は
対
象
外
）
 

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
木
造
住
宅
だ
け
で

な
く
非
木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄
骨
造
・
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）
に
つ
い
て
も
耐

震
診
断
費
の
補
助
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 

●
申
込
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人
は
簡
易
耐
震
診
断
票
に
、

ま
た
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
事
前
相
談
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補
助
金
が
出

ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
）
で
、
判
定
値
を

１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。
 

※
耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事

（
判
定
値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以

上
と
す
る
）
に
限
る
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
 

※
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と

な
り
ま
す
。
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
 

　
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
％
相
当
額
（
２０
万

円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に

一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
‐

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

ご入学おめでとうございます 
―小学校新入学児の保護者の皆様へ― 

　お子さまのご入学おめでとうございます。い
よいよ義務教育９か年の第一歩が始まります。 
家庭生活で身に付けてほしいこと 
―できたことをほめながら育てましょう― 
①基本的な生活習慣を身に付ける 
・あいさつや返事がきちんとできる 
・規則正しい生活ができる（早寝早起き） 
・衣服の着替えがきちんとできる　など 
②友達と仲良くできる 
・外で子ども同士で元気よく遊ぶ 
・人をたたいたり、けったりしない 
③お手伝いをする 
・自分でできることは、自分で行う 
・家族の一員として役割を持たせる 
　学校では、日常の学校生活や体験的な活動や
学校行事を通して、子ども同士が刺激し合い、
高め合いながら、担任のきめ細かく温かい指導
のなかで、満足感や成就感を味わわせ、子ども
の健全な成長を願い指導しています。お子さま
にとっては、入学後しばらくは緊張が続くこと
と思われます。保護者の皆様には、お子さまを
励ましていただくとともに、長い目で見守って
くださることをお願いいたします。 

　吃音（言葉のつまり）や構音障がい（発
音が不明瞭）、言葉が遅いなどのお子さ
まの言葉の障がいで悩んでいらっしゃい
ませんか。 
　岩倉市内の小学校に「ことばの教室」
を開設しています。通常学級に在籍する
お子さんを指導者が各学校を巡回してマ
ンツーマンで正しい発音・発声等の指導・
訓練を行います。 
●申込方法　各小学校に申し込んでくだ
さい。 
●問 合 先　学校教育課（☎３８－５８
１８）まで。 

教育に関する相談
を、毎週火・木曜日
の午後１時から４時
まで「くすのきの
家」２階の適応指導
教室「おおくす」
（☎３８－０３００）
で行っています。 

「ことばの教室」開設のお知らせ 
 



下水道が使用できる区域 

平成20年度から使用できる区域 

凡　例 

平成21年度使用予定区域 

平成22年度使用予定区域 

平成20年4月1日 16

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
使
用
 

で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
す
 

●
市
政
の
窓
●
 

      　
４
月
１
日
か
ら
宮
前
町
、
西
市
町
、
本

町
、
栄
町
、
下
本
町
、
中
本
町
の
一
部
の

区
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
な
り
ま
す
。
 

　
区
域
内
の
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
は
、
速
や
か

に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
内
の
人
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
工
事

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
受
益
者
負
担
金
 

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、
質

権
、
使
用
貸
借
ま
た
は
、
賃
貸
借
に
よ
る

権
利
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
区
域
の
皆
さ
ん
へ
 

下
水
道
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
工
事
は
指
定
工
事
店
で
 

　
排
水
設
備
工
事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工

事
は
、市
が
指
定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば

施
工
で
き
ま
せ
ん
。
表
の「
指
定
工
事
店
」

か
ら
選
ん
で
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次

の
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん（
無
利
子
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

指
定
工
事
店
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

　
た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
工
事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か

所
増
す
ご
と
に
３０
万
円
以
内
を
加
算
）
 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以

内
（
浄
化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
１５
万

円
以
内
を
加
算
）
 

●
雨
水
対
策
に
ご
協
力
を
 

　
新
た
に
下
水
道
へ
接
続
す
る
と
き
は
、

家
庭
の
浄
化
槽
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
へ
転
用
さ
れ
ま
す
と
、

雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浄

化
槽
の
転
用
は
、
雨
水
対
策
に
な
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係
（
☎

３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 平成２０年３月１日現在 ４９社 

㈲新井工業 
㈱イチテック岩倉支店 
伊藤水道工業㈱岩倉支店 
井戸惣工業㈱ 
㈲今井工業所 
㈲内田水道設備工事店 
㈱江口組 
㈱エスケーシー 
㈱大崎工務店　岩倉支店 
㈲岡田工業 
協立設備工業㈱ 
栗本土木㈱ 
㈱光栄設備 
後藤設備 
㈲小森管工 
桜井工業㈱ 
㈱佐藤水工社 
㈲佐藤設備 
三東設備工事㈱ 
㈱ジェーケー・サービス 
昭和土建㈱岩倉支店 
関戸工業㈱ 
㈱大栄企業 
大興建設㈱岩倉支店 
ダイスイ設備㈱ 
竹内建築㈱ 
㈱タテビシ 
㈲富田設備 
㈱永井組岩倉支店 
永井建設工業㈱岩倉支店 
㈲永田設備工業 
㈱丹羽組 
㈱丹羽工務店 
㈱長谷川組岩倉支店 
㈲八信建設 
ハヤカワ工業㈱ 
㈲日野設備 
船橋設備㈱ 
㈱間瀬設備工業 
㈱松本工務店 
御幸建設㈱岩倉支店 
明生工業 
㈱ヤジマ 
㈱山新設備 
㈱ヤママ住設 
㈲山本建設 
㈲ユタカ設備 
㈱吉田冷暖房工業所 
㈱渡邊組岩倉支店 

岩倉市新柳町二丁目５６ 
岩倉市西市町西市２６　メゾンサクライ１０２号 
岩倉市中本町古市場５３－３ 
江南市東野町郷前西１１ 
一宮市桜一丁目１７－１０ 
小牧市若草町１０ 
岩倉市中本町西出口１ 
豊田市吉原町鶴喰６８ 
岩倉市中央町三丁目１５ 
海部郡蟹江町学戸四丁目６ 
名古屋市千種区高見１－１８－９ 
岩倉市八剱町１７２１－１ 
大府市共西町７丁目３６０ 
一宮市泉１－２－７ 
岩倉市井上町畑田１４８ 
岩倉市西市町西野々２０ 
小牧市小木五丁目４３６ 
北名古屋市六ツ師松葉１１５ 
名古屋市千種区桜が丘２２６ 
江南市古知野町熱田２０ 
岩倉市大地新町一丁目８４ 
岩倉市西市町桝東１０－２ 
岩倉市中本町南白山１－１５ 
岩倉市新柳町一丁目２７ 
名古屋市熱田区古新町２丁目７３－２ 
岩倉市東町長山１８－１ 
岩倉市本町宮東２８－２ 
名古屋市守山区新守西２００３ 
岩倉市曽野町中街道６１７－１ 
岩倉市北島町１３４８ 
一宮市今伊勢町宮後字東茶原４２－５ 
岩倉市神野町縄境７ 
岩倉市大市場町郷廻２３４ 
岩倉市稲荷町羽根１２－６ 
岩倉市八剱町樋口１７－１ 
一宮市桜二丁目２－１０ 
一宮市緑三丁目６－１ 
一宮市下沼町二丁目２１－３ 
岩倉市旭町二丁目３９－２ 
岩倉市大市場町順喜２７－１ 
岩倉市本町上郷前１９－３ 
一宮市春明字山前７０－１６ 
江南市宮後町砂場東２７３ 
津島市唐臼町西島３３ 
小牧市大字東田中字南新田１６００－１ 
岩倉市野寄町７４ 
岩倉市下本町西沼７０－２ 
名古屋市北区六が池町５６６ 
岩倉市石仏町たり４５ 

３７－０３５３ 
３７－３４４１ 
３７－１３４５ 
５６－２４７２ 

０５８６－７２－７７１２ 
０５６８－７５－０８４８ 

６６－５１０８ 
０５６５－５４－１７４６ 

３７－４８３４ 
０５６７－９５－８６８３ 
０５２－７５１－２００４ 

６６－３３３３ 
０５６２－４８－３３４４ 
０５８６－７２－８５６１ 

３７－５８２３ 
３７－２２０５ 

０５６８－７３－４１９１ 
０５６８－２２－５７２６ 
０５２－７８２－２３２２ 

５４－０５００ 
３７－６６２５ 
６６－６３３６ 
６６－３３２１ 
６６－０７９２ 

０５２－６８１－６０１９ 
６６－２１１８ 
３７－２７３４ 

０５２－７９１－４６７６ 
６６－６４００ 
６６－７８４０ 

０５８６－４６－２８８８ 
３７－７０００ 
６６－０５５０ 
６６－５２２９ 
３７－３９６２ 

０５８６－７１－４４７５ 
０５８６－２４－２４５１ 
０５８６－７１－３００２ 

３７－５７６７ 
６６－１１６８ 
６６－７０１３ 

０５８６－７６－２９３５ 
５４－０２２７ 

０５６７－３１－０４２７ 
０５６８－７７－６９８５ 

３７－３６６６ 
６６－１８６０ 

０５２－９０１－４４７６ 
６６－６４６２ 

工 事 店 名  工 事 店 所 在 地  電話番号 



      　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
み
ど
り

の
保
護
、
保
全
を
は
か
る
た
め
、
社
寺
境

内
等
の
樹
木
ま
た
は
、
樹
林
、
あ
る
い
は

屋
敷
林
な
ど
、
民
有
地
の
み
ど
り
を
「
保

護
樹
・
保
護
樹
林
」
と
し
て
指
定
す
る
制

度
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
樹
木

等
の
所
有
者
ま
た
は
、
管
理
者
は
、
積
極

的
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

●
平
成
１９
年
度
ま
で
の
指
定
状
況
 

保
護
樹
…
９３
本
 

保
護
樹
林
…
９
か
所
 

●
指
定
基
準
 

保
護
樹
…
幹
の
周
囲
が
１
・
５
㍍
以
上
ま

た
は
、
高
さ
が
１５
㍍
以
上
の
も
の
 

保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存
す
る
土
地
の

面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
も
の
 

●
報
償
金
額
 

保
護
樹
…
１
か
所
１
本
年
額
５
千
円
、
２

本
以
上
は
年
額
１
万
円
 

保
護
樹
林
…
１
か
所
年
額
２
万
円
 

●
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成
 

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
あ
る
い
は
、
病

害
虫
等
に
よ
り
衰
え
た
場
合
は
、
市
で
派

遣
す
る
樹
木
医
に
よ
っ
て
樹
勢
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
診
断
費
用
は
市

が
負
担
し
ま
す
）
。
 

　
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等
と
市

が
協
議
し
、
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
治
療
に
必
要
な
経
費
の
２
分

の
１
の
額
（
限
度
額
は
３０
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
 

●
申
請
期
間
　
４
月
１
日
（火）
〜
３０
日
（水）
 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

            　
市
役
所
の
庁
舎
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
ミ
ニ
ス
テ
ー

ジ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
休
日
の

ひ
と
と
き
、
サ
ー
ク
ル
や
仲
間
同
士
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
利
用
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

〔
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
〕
 

　
１
階
東
玄
関
付
近
に
位
置
す
る
光
あ
ふ

れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
、

マ
イ
ク
な
ど
の
装
備
も
備
え
て
い
ま
す
。
 

●
利
用
時
間
　
土
・
日
曜
日
 

★
午
前
の
部
…
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
 

★
午
後
の
部
…
午
後
零
時
３０
分
〜
４
時
３０

分
 

★
夜
間
の
部
…
午
後
５
時
〜
９
時
 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
自
由
（
た
だ
し
、
カ
ラ
オ

ケ
は
除
き
ま
す
）
 

●
舞
台
面
積
　
約
６
㍍
×
３
・
５
㍍
 

●
設
備
　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
マ
イ
ク
、

照
明
な
ど
（
事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で

す
）
 

〔
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

　
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
に
面
し
、
窓
か

ら
は
庭
園
も
見
渡
せ
る
明
る
い
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
展
示
ボ
ー
ド
や
展
示
用
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
を
完
備
し
て
い
る
た
め
、
絵
画
や
書
、

写
真
な
ど
の
作
品
展
示
に
適
し
て
い
ま
す
。
 

●
利
用
期
間
　
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
。

※
利
用
で
き
な
い
日
が
日
曜
日
の
場
合
、

期
間
は
前
日
の
土
曜
ま
で
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
状
況
に
よ
り
最
長
２
週
間
ま

で
の
貸
出
し
も
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
利
用
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９

時
 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
市
民
の
文
化
・
芸
術
作
品

等
の
展
示
に
限
る
。
 

●
展
示
ス
ペ
ー
ス
　
約
２２
㍍
 

●
設
備
　
展
示
ボ
ー
ド
（
１
８
０
㌢
×
９０

㌢
）
２０
枚
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
 

利
用
の
申
込
に
つ
い
て
 

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
利
用
申
請

書
を
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
受
付
 

・
４
月
受
付
開
始
…
７
〜
９
月
利
用
分
 

・
７
月
受
付
開
始
…
１０
〜
１２
月
利
用
分
 

・
１０
月
受
付
開
始
…
１
〜
３
月
利
用
分
 

・
１
月
受
付
開
始
…
４
〜
６
月
利
用
分
 

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
閉
庁
日
を
除
く
）
 

●
受
付
場
所
　
市
役
所
６
階
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
 

※
申
込
受
付
月
の
初
日
（
閉
庁
日
の
場
合
、

直
後
の
開
庁
日
）
の
午
前
９
時
現
在
で
希

望
日
時
の
重
な
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
 

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
 

★
利
用
で
き
な
い
日
は
、
①
第
２
日
曜
日
 

②
祝
日
・
振
替
休
日
③
１２
月
２９
日
〜
翌
年

１
月
３
日
④
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
管
理

上
必
要
と
認
め
る
と
き
 

★
開
催
さ
れ
る
行
事
は
無
料
で
一
般
市
民

に
開
放
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使
用
の
際
、
監
視

者
が
必
要
な
場
合
は
主
催
者
側
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
期
間
に
は
、

作
品
の
搬
入
・
搬
出
を
含
み
ま
す
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
の
利
用
時
間
に
は
、
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
、
片
付
け
、
リ
ハ
ー
サ
ル
等
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樹
木
・
樹
林
に
報
償
金
を
 

交
付
し
ま
す
 

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
 ●

市
政
の
窓
●
 



の
時
間
を
含
み
ま
す
。
な
お
、
会
場
整
理

な
ど
は
主
催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
は
、
練
習
用
に
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

も
、
物
品
・
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
の
営

業
行
為
や
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

★
利
用
中
の
事
故
、
作
品
の
破
損
な
ど
に

つ
い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
設
備
の

破
損
等
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
を
請
求
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

★
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
戦
国
時
代
に
岩
倉
城
主
と
し
て
尾
張
地

方
の
北
半
国
を
支
配
し
て
い
た
織
田
伊
勢

守
信
安
公
と
、
そ
の
家
老
で
あ
っ
た
山
内

盛
豊
を
父
に
も
つ
山
内
一
豊
公
を
し
の
ん

で
、
ゆ
か
り
の
誓
願
寺
に
お
い
て
追
悼
会

を
開
催
し
ま
す
。
追
悼
会
終
了
後
、
神
明

生
田
神
社
山
内
一
豊
公
誕
生
地
碑
前
で
献

花
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
 

●
と
き
　
４
月
５
日
（土）
午
前
９
時
３０
分
〜
 

●
と
こ
ろ
　
誓
願
寺
（
下
本
町
）
織
田
伊

勢
守
信
安
公
墓
前
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

       
岩
倉
市
在
住
の
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
員
を
中
心
と
し
た
「
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
生
伴
奏
を
し
 

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
と
は
一
味
違
っ
た
生
の

音
で
、
お
気
に
入
り
の
曲
を
思
い
っ
き
り

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
出
演
者
を
募

集
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
５
月
２３
日
（金）
午
後
６
時
３０
分
〜
 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
 

●
曲
目
　
歌
謡
曲
、
フ
ォ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
演
歌
全
般
 

※
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
等
一
部
演
奏
で
き
な

い
曲
は
除
き
ま
す
。
１
人
１
曲
で
、
デ
ュ

エ
ッ
ト
は
２
人
で
１
曲
で
す
。
 

●
申
込
方
法
　
５
月
９
日
（金）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
ま
で
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
　
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
ご
希
望
の
曲
目
を
記
入

し
た
書
類
（
書
式
自
由
）
と
デ
モ
テ
ー
プ

（
当
日
歌
い
た
い
曲
を
歌
っ
て
い
る
テ
ー

プ
。
音
程
に
あ
わ
せ
て
編
曲
し
ま
す
の
で
、

ワ
ン
コ
ー
ラ
ス
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。
 

※
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
 

●
出
演
予
定
人
数
　
１０
人
ま
で
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
出
場

者
に
は
５
月
１６
日
（金）
ま
で
に
直
接
連
絡
し

ま
す
）
 

●
リ
ハ
ー
サ
ル
　
５
月
２２
日
（木）
に
音
合
わ

せ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
す
。
 

※
詳
細
は
出
場
決
定
後
直
接
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

             
平
成
２０
年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
納
期

は
年
１２
期
）
の
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
ま

で
の
納
付
書
を
４
月
１５
日
（火）
に
送
付
し
ま

す
（
平
成
１９
年
度
ま
で
は
１
期
か
ら
４
期

分
ま
で
を
４
月
に
、
５
期
か
ら
１２
期
分
ま

で
を
８
月
に
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
２０
年
度
か
ら
は
１
期
か
ら
３
期
分
ま
で

を
４
月
に
、
４
期
か
ら
１２
期
分
ま
で
を
７

月
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。
 

 
今
回
送
付
し
ま
す
納
付
書
の
保
険
税
額

は
、
税
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
前
年

所
得
金
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
第

１
期
か
ら
第
３
期
分
ま
で
の
合
計
は
前
年

度
保
険
税
額
の
１２
分
の
３
に
相
当
す
る
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
第
４
期
以
降
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
前

年
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
算
定
し
た
年
税

額
か
ら
第
１
期
か
ら
第
３
期
分
を
差
し
引

い
た
額
を
、
各
納
期
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

 
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助
金
と

と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え
る
重
要
な

財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
さ

れ
た
と
き
の
医
療
費
を
は
じ
め
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
保
険

税
を
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限

を
過
ぎ
ま
す
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

織
田
伊
勢
守
信
安
公
・
山
内
 

一
豊
公
追
悼
会
 

ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
 

ン
ブ
ル
の
生
演
奏
で
歌
謡
曲
 

を
う
た
お
う
 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
 

書
を
送
付
し
ま
す
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岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
 

作
成
委
員
を
募
集
し
ま
す
 

第
５３
回
四
市
交
歓
体
育
大
会
 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

４
月
６
日
（日）
〜
１５
日
（火）
 

●
市
政
の
窓
●
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉

で
あ
る
「
岩
倉
市
民
憲
章
」
を
取
り
入
れ

た
カ
レ
ン
ダ
ー
「
四
季
彩
」
を
市
民
参
画

で
毎
年
作
成
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
２１
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
一
緒
に
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
応
募
資
格
　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に
熱
意

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
人
 

●
募
集
人
数
　
８
人
（
応
募
者
が
多
数
の

場
合
は
選
考
の
う
え
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）
 

●
募
集
期
限
　
４
月
１５
日
（火）
 

●
内
容
　
１２
月
に
配
布
す
る
予
定
で
カ
レ

ン
ダ
ー
作
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
期
間
で
１０
回
程
度
会
議
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

●
任
期
　
平
成
２１
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
ま
で
 

●
謝
礼
　
委
員
と
し
て
ご
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
人
に
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
真
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
に
元
気
な
姿
で
登
校
す
る
子

ど
も
や
新
社
会
人
と
な
っ
た
若
者
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
姿
を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
方
で
不
慣
れ
な

環
境
の
も
と
、
通
学
や
通
勤
で
新
た
な
交

通
行
動
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
気
候
も
良
く
な
り
、

高
齢
者
が
外
出
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、
歓
送
迎
会
や
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
な
ど

か
ら
高
齢
者
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で
は
、

次
の
項
目
を
重
点
と
し
た
運
動
を
県
民
総

ぐ
る
み
で
展
開
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
安

全
行
動
の
実
践
を
通
じ
て
交
通
事
故
の
防

止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

重
点
実
施
項
目
 

・
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
 

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
 

・
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う
 

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
 

●
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通
課
（
☎
５

６
‐
０
１
１
０
）
ま
で
。
 

      　
犬
山
・
江
南
・
岩
倉
・
小
牧
市
の
４
市

と
４
市
教
育
委
員
会
・
４
市
体
育
協
会
が

５
月
１１
日
（日）
に
第
５３
回
四
市
交
歓
体
育
大

会
を
小
牧
市
で
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
大
会
は
、
陸
上
競
技
を
始
め
１４
種

目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
岩
倉
市

で
は
陸
上
競
技
の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま

す
。
 

●
募
集
種
目
　
表
の
と
お
り
 

●
募
集
期
限
　
４
月
１０
日
（木）
 

●
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
‐
２
２
２

２
）
ま
で
。
 

１００ｍ走 
４００ｍ走 
１５００ｍ走 
走高跳 
走幅跳 
砲丸投 
５０００ｍ走 
４００ｍリレー 
１００ｍ走 
走高跳 
走幅跳 
砲丸投 

４００ｍリレー 

 
各２人 
 
 

各２人 
 

３人 
４人 
 

各２人 
 
 

４人 

 
 
 

男子 
の部 
 
 
 
 

女子 
の部 

種目 定員 

　市民の皆さんに親しん

でいただいている岩倉駅

コンサートを開催します。

気軽に楽しめる駅コンサ

ート。２日間続けて開催

します。 

●ところ　岩倉駅東西地

下連絡道 

岩倉市ジュニアオーケストラ 

●と　き　４月６日（日）午後２時～２時３０分 

●主な曲　おもちゃのシンフォニー 

セントラル愛知交響楽団 

●と　き　４月７日（月）午後６時からと７時からそれぞれ

３０分ずつ 

●出演者　バイオリン…村木栄里、ビオラ…石川公実、コン

トラバス…榊原利修、ピアノ…榊原祐子、サック

ス…小森伸二 

●主な曲　サマータイム／ガーシュイン、Ｌｅｔ  ｉｔ  ｂｅ／レノ

ン＆マッカートニー　ほか 

●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８－５８１９）まで。 

岩倉駅コンサート 

セントラル愛知交響楽団＆岩倉市ジュニアオーケストラ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　岩倉市では、福井県大野市の施設（下表）に宿泊する場合、費用の一部を補助する「友好交流宿泊
助成事業」を行っています。 
　大野市のまちは、戦国時代に、金森長近が京都を模してつくったことから、北陸の小京都と呼ばれ
ています。この金森長近は、岩倉で生誕したとされる山内一豊と織田信長の家臣という関係でつなが
っており、歴史的にも文化的にも興味深い見所がたくさんありますので、ぜひ一度足を運んでみてく
ださい。 
　また、山深い和泉地区には、九頭竜国民休養地があり、「森林浴の森１００選」、「水源の森１００
選」にも選ばれ、雄大な自然を満喫いただけます。残雪を抱く山々を訪ねたり、山菜採りなどに出か
けてみたりしてはいかがでしょうか。 
●対　　象　市民の皆さん（小学生以上）が、下表の施設に宿泊される場合、年１回（年度）に限り

助成します。 
●申請方法　①事前に下の表の宿泊施設に直接予約をしてください。 

②予約ができましたら、代表者の印鑑を持参のうえ市役所企画課（５階）または、情報
サロン（１階）で申請してください。その場で「岩倉市友好交流宿泊助成券」をお渡
しします。 
③助成券を宿泊先にお渡しください。次の金額が割引されます。 

●助成金額　★ホテル・民宿等…大人・子ども（小学生以上）ともに３，０００円 
★天狗岩ファミリーケビン…１棟につき３，０００円（利用期間限定） 
★前坂家族旅行村ログケビン…１棟につき２，０００円（利用期間限定） 
★ホテルフレアール和泉コテージ…食事付の場合１人につき３，０００円、食事なしの
場合１棟につき３，０００円 

●問 合 先　企画課企画係（☎３８‐５８０２）まで。 

※宿泊の予約は直接各施設へお問い合わせください。人数、時期などにより料金が割増になる場合が
あります。 

食事なしが基本です。 
※については、利用期間が限定されていますので、ご注意ください。 

城下町の春を 
楽しんでみませんか 友好交流宿泊助成事業 

国民宿舎 
パークホテル九頭竜 
 

九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 

民宿　林家 
 
民宿　ふる里 
民宿　茂兵衛 
プチホテルＰａＰａＭａＭａ 
阿さひ旅館 
扇屋旅館 
大清水旅館 
楠旅館 
こし路荘旅館 
俵屋旅館 

０７７９－ 
７８－２３２６

 

 

７８－２５３６
 

 

７８－２１６３
 

 
７８－２６４４ 
７８－２６０７ 
７８－２２２６ 
６６－２０７５ 
６５－５８５８ 
６５－２２５０ 
６５－１８８６ 
６６－００１２ 
６６－３８０７ 

中学生以上７，０３５円～、小学 
生６，５１０円～、３歳以上の幼 
児（食事なし）１，６８０円～ 

大人８，５００円～ 
 

大人６，５００円～ 
（冬季６，７００円～） 

大人７，０００円～ 
大人６，５００円～ 
大人６，３００円～（朝食のみ） 
大人９，４５０円～ 
大人７，３５０円～ 
大人６，５００円～ 
大人７，３５０円～ 
大人７，３５０円～ 
大人９，０００円～ 

民　宿　等 電　話 料金（１泊２食料金を含む） 
にしき旅館 
富士屋旅館 
三浦屋旅館 
美登里旅館 
やまざき旅館 
やまだ旅館 
やまと旅館 
山本旅館 
弥生旅館 
民宿　林湊 

ホテル　サンレア・２１ 
 
六呂師ハイランドホテル 

大人８，４００円～ 
大人８，４００円～ 
大人１２，６００円～ 
大人７，３５０円～ 
大人７，８７５円～ 
大人８，４００円～ 
大人７，３５０円～ 
大人７，３５０円～ 
大人７，８７５円～ 
大人５，５００円 

シングル６，３００円、ツイン 
１２，０００円（食事なし） 

大人１０，５００円～ 

民　宿　等 電　話 料金（１泊２食料金を含む） 
６５－２２７５ 
６６－２２５９ 
６６－２５０５ 
６５－２２７９ 
６６－２１６９ 
６６－４５４５ 
６５－１８６３ 
６６－２６４４ 
６６－２８６０ 
６５－６８３６  

６６－１８１１ 
 
６７－１３０１ 

１．ホテル・民宿等 

※天狗岩 
　ファミリ－パ－ク 

※和泉前坂 
　家族旅行村 
　九頭竜温泉 
　ホテルフレアール和泉 
　コテージ 

ファミリ－ケビン９棟 
 
ログケビン２０棟  
 
コテージ１０棟 

５月～１０月 
 
４月下旬～９月下旬

 
 
１年中（冬季は雪により 
利用できない場合もあ 
ります） 

４人用１２，０００円 
 
４人用　６，０００円 
 
４人用１４，０００円～ 
食事付は、大人８，５００円～ 

０７７９－ 
７８－２７６０ 

７８－２３２６  
 
７８－２５３６ 

自炊 
 
〃 
 
〃 

施　設　名 施　設　規　模 電　話 利　用　期　間 料　金　（１泊１棟） 備考 

２．ケビン・コテージ 

補助対象宿泊施設 

かなもりながちか 
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●
市
政
の
窓
●
 

      化
粧
品
び
ん
も
「
び
ん
類
」
と
し
て
色
ご

と
に
分
け
て
く
だ
さ
い
 

　
分
別
収
集
に
お
け
る
「
び
ん
類
」
に
は

飲
食
用
の
び
ん
を
お
出
し
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
２０
年
度
か
ら
は
化
粧
品

び
ん
も
び
ん
類
と
し
て
回
収
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
化
粧
品
の
び
ん
に
含
ま
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
困
難
に
し
て
い
た
耐
熱
素

材
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
た
め
で
す
。
 

化
粧
品
び
ん
の
中
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
 

　
化
粧
品
び
ん
の
う
ち
、
乳
白
色
素
材
で

か
つ
中
身
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
「
フ
ッ
素
」
が
含
ま
れ
て
お
り

リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
埋
立
ご
み
へ
お
出
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
出
し
を
 

 
び
ん
類
を
出
す
と
き
は
、
取
れ
る
キ
ャ

ッ
プ
は
取
り
、
中
身
を
残
さ
ず
水
洗
い
を

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
ご
み
の
適
正
処
理
の
た
め
に
、
ま
た
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
‐
５
８
0
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

       
図
書
館
で
は
、
４
月
１
日
（火）
か
ら
貸
出

し
点
数
を
、
「
１
人
７
点
」
か
ら
「
１
人

１０
点
」
に
変
更
し
ま
す
。
 

             　
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
第

１５
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
当
合
唱
団
は
、
平
成
６
年
７
月
に
結
成

さ
れ
、
現
在
１２
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
 

　
市
民
音
楽
祭
や
愛
知
県
少
年
少
女
合
唱

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
演
、
市
内
施
設
で

の
演
奏
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
 

　
歌
の
好
き
な
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
に
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
 

●
参
加
資
格
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
の
児
童
、
生
徒
で
定
例
の
練

習
日
に
参
加
で
き
る
人
。
 

●
入
団
説
明
会
　
５
月
１０
日
（土）
午
前
１０
時

〜
　
み
ど
り
の
家
　
 

※
な
お
、
体
験
入
団
が
で
き
ま
す
。
日
時

等
は
４
月
１９
日
（土）
午
前
１０
時
〜
正
午
　
き

ら
き
ら
広
場
（
南
小
学
校
）
、
４
月
２６
日

（土）
午
前
１０
時
〜
正
午
　
み
ど
り
の
家
 

●
定
例
練
習
　
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日
 

★
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜

正
午
　
き
ら
き
ら
広
場
（
南
小
学
校
）
 

★
第
２
・
４
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午
 

　
み
ど
り
の
家
 

●
団
員
　
入
団
金
１
千
円
、
団
費
月
額
１

千
５
０
０
円
、
制
服
貸
与
料
年
額
２
千
円

※
他
に
楽
譜
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●
今
年
度
の
主
な
予
定
　
 

・
８
月
３１
日
　
愛
知
県
少
年
少
女
合
唱
連

盟
第
１２
回
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
 

・
１０
月
１２
日
　
一
宮
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
設
立
５０
周
年
記
念
一
宮
こ
ど
も
音

楽
祭
 

・
１１
月
２
日
　
第
３７
回
市
民
音
楽
祭
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
（
〒
４
８
２
‐
８
６
８
６
〔
住
所
不

要
〕
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

●と　き　４月７日（月）～１２日（土） 

●問合先　玉田（☎３７‐０２１６）まで。 

市民スペース（市役所１・２階） 

【岩倉桜まつり協賛　書道連盟小品展】 

市民ギャラリー情報 
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●
市
政
の
窓
●
 

　岩倉市では、高齢者の皆さんに住みなれた地域や家族で安心して暮らしていただくために、さまざ
まな事業を行っていますので、ぜひ、ご利用ください。事業名等については、下表のとおりですが、
対象者、所得要件等が異なりますので詳細はお問い合わせください。 
※申請には印鑑等が必要となります。 
●申込・問合先　生きがい課（☎３８‐５８１１）まで。 

岩倉市の高齢者福祉 

岩倉市の高齢者福祉事業 

健康増進・安否確認等を目的に週３回（４本）牛乳
を配達します。 

ひとり暮らし
老人牛乳無料
配達 

聞き取り調査等で承認された人を対象に、毎日夕
食を配達します（年末年始を除く）。 

生活支援型給
食サービス 

１食３４０円 

聞き取り調査等で認証された人を対象に消防署とつ
ながった緊急通報装置を設置し、急病・火災・ガス漏
れ発生時に速やかに救助・援助を行います。 

緊急通報シス
テム設置 

設置および保守
点検時に自己負
担あり 

対象者の使用する寝具を回収し、丸洗乾燥（年３
回）、乾燥（年３回）を行います（隔月実施）。 

寝具丸洗・乾
燥 

ねたきり老人等を在宅で３か月以上介護している
人に手当を支給します（月額５，０００円）。 

ねたきり老人
等介護者手当 

聞き取り調査で承認された人を対象に、電磁調
理器等の生活用具を支給します。 

老人日常生活
用具給付 

課税状況に応じ、
自己負担あり 

理美容師が対象者宅を訪問し、理美容サービス
を行います（年６回実施）。 

訪問理美容サ
ービス 

ねたきり老人を在宅で介護している人に介護用
品（紙おむつ）を支給します。 

紙おむつ支給 非課税世帯 

名古屋港ポートビル等施設を無料で見学できる
優待カードをお渡しします（ただし、名古屋港水
族館は有料で１，０００円）。 

シルバー優待
証明カード交
付（県制度） 

高齢者の日常生活において社会活動が容易にで
きるよう、タクシー利用券（基本料金と迎車料金
を助成）を支給します（月２枚）。 

すこやかタク
シー料金助成 

８５歳以上の人 

通常の車での移動が困難なねたきり老人等にリ
フトタクシー利用券を交付し、料金の半額（上限５，
０００円）を助成します（月１枚）。 

リフトタクシ
ー料金助成 

地震などによる家具の転倒を防ぐため家具転倒
防止器具を取り付けます。 

家具転倒防止
器具取付 

介護サービス利用料を助成します。 老齢福祉年金
受給者福祉助
成金 

老齢福祉年金受
給者で非課税世
帯 

徘徊行動のある高齢者を介護している家族に位
置情報専用端末機を貸し出します。 

徘徊高齢者家
族支援サービ
ス 

１か月５２５円の利
用料と情報提供料
を利用者が負担 

ねたきり老人等を在宅で介護し、１年間介護保険
のサービスを利用しない家族を対象に、介護慰
労金を支給します（年額１０万円）。 

家族介護者慰
労金助成 

非課税世帯 

高齢者等の世帯が、優良賃貸住宅または、これに
準ずる住宅に住み替えをする場合、引越しにかか
る費用の半額（上限２０万円）を助成します。 

高齢者等賃貸
住宅住み替え
助成 

所得要件あり 

手すり設置や段差解消など住宅改善等に要する
経費を助成します（上限５０万円）。 

高齢者住宅改
善費助成 

所得要件あり 

建替えまたは、取壊しによって明渡しを求められ
ている高齢者世帯に対し、住替え後の家賃の一
部を助成します（上限３万円／月）。 

高齢者民間賃
貸住宅家賃助
成 

所得要件・助成
期間の制限あり 

身体的には自立可能だが、環境上の理由および、
経済的理由により家庭で生活することが困難な
人を養護老人ホームへ入所措置します。 

養護老人ホー
ム入所措置 

本人・扶養義務
者に負担金あり 

夫婦共に 
７０歳以上 

要介護 
４・５ 

要介護 
４・５ 

要介護 
４・５ 

（非該当 
者も可） 

事　業　名 内　　　　　容 備　　考 65歳 
以上 

ひとり暮 
らし老人 

高齢者夫 
婦世帯 

ねたき 
り老人 

認知症 
老人 

要介護・要 
支援認定 

※ひとり暮らし老人は、認定が必要になります。また、高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに７５歳以上の世帯となります。 
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１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

３０分５３秒 
３０分５５秒 
３１分１０秒 
３１分１８秒 
３２分０５秒 

今枝　浩二 
内藤　聖貴 
徳山　雄太 
谷口　幸治 
山田　大介 

至学館高（犬山市） 
（名古屋市） 
三菱自動車（岡崎市） 
ＫＹＢ（岐阜県） 
三菱重工（名古屋市） 

１０㌔男子４０歳未満 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

３３分１２秒　 
３３分４８秒 
３４分０２秒 
３４分５１秒 
３５分３４秒 

トヨタＳＣ（豊田市） 
蒲郡中央小教（蒲郡市） 
名古屋市役所（岩倉市） 
（三重県） 
守山消防署（名古屋市） 

１０㌔男子４０歳以上 

原田　高志 
松本　善夫 
大宮　和男 
柏原　敏郎 
大形　　剛 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

３５分４７秒 
４０分４４秒 
４１分５５秒 
４２分３０秒 
４２分４０秒 

林　亜沙美 
難波あゆみ 
林　　恭子 
藤元　悠希 
原田　裕子 

至学館高（豊川市） 
（名古屋市） 
ＴＰＡＣ（三好町） 
（小牧市） 
トヨタＳＣ（豊田市） 

１０㌔女子４０歳未満 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

３８分０９秒 
３９分２０秒 
４０分３０秒 
４０分４６秒 
４０分５０秒 

名城ＡＲＣ（日進市） 
名学院クラブ（名古屋市） 
（北名古屋市） 
（名古屋市） 
名古屋市役所（小牧市） 

１０㌔女子４０歳以上 

樫尾　園子 
永田　久子 
加藤　由香 
渡辺たまき 
米谷　悦子 
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１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１３分０５秒 
１３分５９秒 
１３分５９秒 
１４分０２秒 
１４分１１秒 

朱宮　知秀 
折橋　　歩 
鈴川　拓也 
原塚　大貴 
佐藤　　匠 

古知野中（江南市） 
古知野中（江南市） 
桃陵中（小牧市） 
古知野中（江南市） 
日進東中（日進市） 
 
 

４㌔男子中学生 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１２分５５秒　 
１３分０３秒 
１３分０７秒 
１３分３６秒 
１３分４８秒 

名古屋大学（一宮市） 
内外カーボン（春日井市） 
（一宮市） 
彦根工業高（滋賀県） 
日本軽金属（愛西市） 

４㌔男子４０歳未満 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１３分５１秒 
１３分５５秒 
１４分０５秒 
１４分１９秒 
１４分２９秒 

林　　博樹 
斉藤　謙二 
山田　　猛 
豊川　　稔 
伊野　裕之 

ＴＰＡＣ（三好町） 
稲沢走友会（稲沢市） 
（弥富市） 
東洋産業（岡崎市） 
幸田ＫＫＣ（幸田町） 

４㌔男子４０歳以上 
 

岩田　翔也 
池田　昌雄 
滝本　一輝 
大島　有平 
津坂　和樹 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１４分５７秒 
１５分００秒 
１５分５１秒 
１６分２２秒 
１７分０６秒 

稲垣　朱乃 
林　　翔子 
澤根　由起 
服部　千秋 
長谷川詩織 

東山中（安城市） 
大里東中（稲沢市） 
浜松新津中（静岡県） 
豊明栄中（豊明市） 
古知野中（江南市） 

４㌔女子中学生 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１４分５７秒 
１５分３０秒 
１５分４３秒 
１５分４８秒 
１６分０４秒 

中京大中京高（名古屋市） 
至学館高（武豊町） 
至学館高（犬山市） 
（名古屋市） 
（岡崎市） 

４㌔女子４０歳未満 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

順位 記録 氏名 所属（住所） 

１５分１０秒 
１６分４０秒 
１７分５９秒 
１８分３２秒 
１９分３２秒 

谷口　由香 
小澤　清子 
柴田　敏子 
杁本　国子 
稲垣　一子 

（豊田市） 
菊里クラブ（小牧市） 
（三重県） 
（岩倉市） 
（安城市） 

４㌔女子４０歳以上 

長谷川美咲 
内田　詩織 
清水　　綾 
土井　綾乃 
吉田　文子 

　３月２日（日）に行われた第１２回いわくら五条
川マラソンの結果をお知らせします。 
　当日は、例年に比べ暖かな日差しのなか、北は千
葉県、南は香川県からの県外からの参加者を含め、
３，０１３人の皆さんが、早春の五条川河畔を駆け
抜け、心地よい汗を流しました。 



平成20年4月1日 26

　
甘
〜
い
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
、
や
わ

ら
か
い
食
事
な
ど
、
今
の
子
ど
も
の
お

口
に
は
、
歯
を
悪
く
す
る
誘
惑
が
い
っ

ぱ
い
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
小

さ
な
う
ち
か
ら
む
し
歯
や
歯
周
病
で
苦

し
む
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
今
回
は
お
母
さ
ん
と
し
て
は
知
っ

て
お
き
た
い
子
ど
も
の
お
口
の
健
康
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
１０
問
用
意
し
ま
し
た
。

さ
あ
、
楽
し
く
学
ん
で
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！
 

Ｑ
１．

乳
児
に
歯
ブ
ラ
シ
を
与
え
て
も

い
い
？
 

Ａ
１．

な
ん
で
も
口
に
入
れ
た
が
る
こ

の
時
期
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
感
触
に
慣
れ

さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！
　
お
母
さ

ん
の
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
 

Ｑ
２．

い
ず
れ
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る

の
で
、
乳
歯
の
む
し
歯
は
放
っ
て
お
い

て
も
、
大
丈
夫
？
 

Ａ
２．

永
久
歯
が
正
し
い
位
置
に
生
え

る
た
め
の
、
目
安
と
な
る
の
が
乳
歯
。

そ
の
乳
歯
が
健
康
で
な
い
と
、
永
久
歯

の
質
や
歯
並
び
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

必
ず
歯
医
者
さ
ん
で
治
し
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
３．

む
し
歯
は
治
療
す
れ
ば
、
治

る
？
 

Ａ
３．

む
し
歯
は
治
療
す
れ
ば
治
り
ま

す
。
最
後
ま
で
し
っ
か
り
通
院
し
て
治

し
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
４．

痛
く
な
っ
て
か
ら
、
歯
医
者
さ

ん
に
行
く
？
 

Ａ
４．

痛
く
な
っ
て
か
ら
歯
医
者
さ
ん

に
行
く
の
で
は
手
遅
れ
！
歯
の
裏
や
す

き
間
な
ど
外
か
ら
見
え
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
必
ず
歯
医
者
さ
ん
で
定
期
的

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
５．

柔
ら
か
い
食
べ
物
は
む
し
歯
に

な
り
や
す
い
？
 

Ａ
５．

固
い
も
の
と
比
べ
て
柔
ら
か
い

食
べ
物
は
、
噛
む
回
数
が
減
る
の
で
唾

液
分
泌
が
減
る
傾
向
に
…
。
結
果
、
お

口
の
中
が
汚
れ
、
む
し
歯
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
 

Ｑ
６．

お
し
ゃ
ぶ
り
は
、
歯
並
び
に
良

く
な
い
？
 

Ａ
６．

小
さ
い
う
ち
の
お
し
ゃ
ぶ
り
は

と
く
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
奥
歯

が
生
え
揃
う
３
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
使

用
は
、
歯
並
び
に
影
響
す
る
こ
と
も
。

徐
々
に
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

Ｑ
７．

子
ど
も
の
歯
は
、
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
？
 

Ａ
７．

乳
歯
の
生
え
は
じ
め
、
永
久
歯

の
生
え
変
わ
り
の
時
期
は
、
歯
の
抵
抗

力
が
な
く
、
プ
ラ
ー
ク
も
つ
き
や
す
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
お
子
さ
ま
の

歯
の
外
側
を
被
う
エ
ナ
メ
ル
質
は
薄
く
、

む
し
歯
の
進
行
も
早
い
の
で
要
注
意
！
 

Ｑ
８．

フ
ッ
化
物
は
、
む
し
歯
予
防
に

い
い
？
 

Ａ
８．

歯
の
表
面
に
あ
る
エ
ナ
メ
ル
質

を
強
く
し
、
む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
フ
ッ
化
物
。
歯
医
者
さ

ん
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
塗
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

Ｑ
９．

歯
医
者
さ
ん
で
も
む
し
歯
予
防

を
し
て
も
ら
え
る
？
 

Ａ
９．

む
し
歯
予
防
と
し
て
、
フ
ッ
化

物
塗
布
や
歯
の
溝
を
埋
め
る
治
療
が
あ

り
ま
す
。
食
べ
物
が
た
ま
る
、
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
と
い
う
お
子
さ
ま
は
、

一
度
は
医
者
さ
ん
に
相
談
を
。
 

Ｑ
１０．

子
ど
も
は
甘
い
食
べ
物
が
好

き
？
 

Ａ
１０．

お
子
さ
ま
の
甘
い
も
の
好
き
は

生
ま
れ
つ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
が

与
え
る
こ
と
で
、
好
き
に
さ
せ
て
し
ま

う
だ
け
で
す
。
特
に
小
さ
い
と
き
は
甘

い
も
の
を
控
え
、
む
し
歯
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
 

　
い
く
つ
正
解
で
き
ま
し
た
か
？
　
こ

れ
を
機
に
お
子
さ
ま
へ
の
仕
上
げ
磨
き

を
し
て
い
た
だ
き
、
い
ま
ま
で
以
上
に

お
口
の
ケ
ア
を
意
識
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。
 

 

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
お
口
の
健
康
ク
イ
ズ
 

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部
　
村
瀬
貴
之
 

む
ら

 

せ

 

よ
し

ゆ
き
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か
た
り
商
法 

　
　
　
〜
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
〜 

　
「
消
防
署
か
ら
来
た
」
「
消
火
器
の
点
検

を
し
て
い
る
」
な
ど
と
制
服
な
ど
を
着
て
、

い
か
に
も
消
防
署
の
職
員
で
あ
る
か
の
よ
う

に
装
う
、
い
わ
ゆ
る
「
か
た
り
商
法
」
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
悪
質
な
消
火
器
の
販
売
な
ど

の
手
口
と
し
て
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
平
成
２０
年
６
月
１
日
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

法
外
な
設
置
工
事
を
請
求
す
る
訪
問
販
売
が

多
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

○
消
防
署
が
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
 

　
消
防
署
員
で
あ
る
か
の
よ
う
な
制
服
を
着

て
、
「
法
律
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
て

契
約
を
迫
り
、
代
金
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求

め
、
「
消
防
署
に
確
認
を
す
る
」
と
い
い
、

契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
消
防
署

が
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
悪
質
な
場
合
は
、
「
設
置
し
な
い
と
罰

金
を
取
ら
れ
る
」
「
近
所
で
設
置
し
て
な
い

の
は
お
宅
だ
け
」
な
ど
と
脅
し
ま
が
い
の
言

葉
で
、
不
安
を
あ
お
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

○
調
査
な
ど
と
称
し
て
宅
内
に
入
り
込
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
 

　
悪
質
業
者
は
皆
さ
ん
に
考
え
る
時
間
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
、
即
決
・
即
金
を
求
め
ま

す
。
そ
の
た
め
、
調
査
な
ど
と
称
し
て
宅
内

に
入
り
込
み
、
勝
手
に
警
報
器
を
設
置
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宅
内
に
入
ら
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
今
な
ら
２
個

で
○
○
○
円
で
す
」
な
ど
と
「
特
別
価
格
」

を
強
調
し
、
契
約
を
急
が
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
 

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

　
悪
質
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
一
番
で
す
。
３
月
１５
日
号
の
広
報
い

わ
く
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

し
、
自
分
の
家
で
は
ど
の
よ
う
な
場
所
へ
の

設
置
が
必
要
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
で
き
る
販
売
店

や
価
格
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
、

信
頼
で
き
る
業
者
に
見
積
り
を
依
頼
す
る
な

ど
し
て
設
置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

販
売
店
リ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
 

☆
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
 

h
ttp
://w

w
w
.ju
b
o
.g
o
.jp
/in
d
e
x2
.h
tm
l

 

☆
日
本
火
災
報
知
機
工
業
会
 

h
ttp
://w

w
w
.ka
h
o
.o
r.jp
/

 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て
の

情
報
は
、
岩
倉
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.city.iw

akura- 

s
yo
b
o
.jp
/

で
確
認
す
る
か
、
岩
倉
市
消
防

本
部
（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
（
内
線
２
２
２
）
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
な
ど
、
困
っ
た
と
き
は
、
市
民
相

談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）
ま
で
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　家庭での役割分担は不可欠ですが、幸せ
をものにするためには、一歩進んで役割を
楽しむことが望まれます。特技にまで高め
られればいうことなしです。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●幸せな家庭● 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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        ●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を

理
解
す
る
講
演
会
〜
生

き
る
た
め
に
〜
 

  　
飲
酒
問
題
に
悩
む
家
族
の
皆

さ
ん
へ
、
見
に
来
て
！
　
聞
き

に
来
て
！
　
何
か
を
感
じ
、
思

い
当
た
り
、
そ
し
て
、
感
動
を

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
当
日
午
前
１０
時
か
ら

全
日
本
断
酒
連
盟
主
催
の
第
３５

回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
）
大

会
、
併
催
愛
知
県
断
酒
連
合
会

３５
周
年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
 

▼
と
き
　
４
月
２０
日
（日）
午
後
１

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
　
講
演
「
向
き
合
う
家

族
―
幸
せ
を
求
め
て
―
」
 

▼
講
師
　
西
川
京
子
さ
ん
（
福

井
県
立
大
学
准
教
授
）
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
健
康

支
援
課
（
☎
５
６
‐
２
１
５

７
）
ま
た
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛

知
県
断
酒
連
合
会
（
☎
０
５
２

‐
８
２
４
‐
１
５
６
７
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
日
曜
・
祝
日

開
館
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
だ
け

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

「
昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
」
 

▼
と
き
　
４
月
１３
日
（日）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

          ●
外
国
人
の
日
本
語
弁
論
大
会

と
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

  　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

平
成
２０
年
度
総
会
に
合
わ
せ
て

「
外
国
人
の
日
本
語
弁
論
大

会
」
と
「
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
外
国
人
の
目
に
日
本
の
社
会

や
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
写
っ

て
い
る
か
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ

ー
チ
」
「
お
も
ち
ゃ
の
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
」
他
を
演
奏
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
１３
日
（日）
協
会
総

会
午
後
１
時
３０
分
〜
、
外
国
人

の
日
本
語
弁
論
大
会
午
後
２
時

２０
分
〜
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
午
後
３
時

〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
（
く

す
の
き
の
家
）
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交
流

協
会
内
藤
和
子
（
☎
６
６
‐
７

３
４
７
）
 

        ●
図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
 

  　
図
書
館
で
は
、
人
形
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
 

　
本
年
は
９
月
１３
日
（土）
に
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
企
画
・

運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ

く
実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
主
な
活
動
内
容
は
、
人
形
劇

団
の
選
定
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
子
ど
も
手
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
、
当
日

の
会
場
運
営
な
ど
で
す
。
 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
で
月
に

１
・
２
回
程
度
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

▼
応
募
期
間
　
４
月
１
日
（火）
〜

１５
日
（火）
 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７

‐
６
８
０
４
）
 

  ●
新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者
 

           　
新
川
流
域
総
合
対
策
協
議
会

で
は
総
合
治
水
対
策
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
大
き
な
ポ
ン

プ
場
や
水
を
貯
め
る
施
設
な
ど
 

催し  
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を
バ
ス
で
ま
わ
り
、
見
学
し
ま

す
。
昼
食
時
に
は
楽
し
い
ク
イ

ズ
大
会
も
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１８
日
（日）
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
予
定
）
 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁
（
本

庁
舎
）
午
前
９
時
３０
分
 

▼
見
学
予
定
地
　
新
川
洗
堰
・

治
水
緑
地
公
園
↓
名
古
屋
市
環

境
局
五
条
川
工
場
↓
五
条
川
・

名
鉄
津
島
線
改
築
工
事
↓
清
洲

公
園
（
昼
食
＆
ク
イ
ズ
大
会
）

↓
戸
田
川
排
水
機
場
↓
稲
永
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 

※
雨
天
の
場
合
、
見
学
地
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
生
（
新
４
年
生
〜
６

年
生
）
と
そ
の
保
護
者
 

▼
参
加
費
　
無
料（
昼
食
含
む
） 

※
た
だ
し
、
集
合
場
所
ま
で
の

交
通
費
は
参
加
者
負
担
で
す
。
 

▼
定
員
　
４０
組
８０
人
 

▼
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に

「
新
川
・
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
希
望
」
と
明
記
し
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
 

者
の
①
氏
名
②
性
別
、
お
子
様

の
①
氏
名
②
性
別
③
新
学
年
を

記
入
し
、
岩
倉
市
役
所
土
木
課
 

（
〒
４
８
２
‐
８
６
８
６
〔
住

所
不
要
〕
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
電
話
番
号
に
つ
い
て

は
、
当
日
の
緊
急
連
絡
先
と
し

て
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

▼
申
込
期
限
　
４
月
１４
日
（月）
必

着
 

▼
抽
選
・
発
表
　
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
当
否

に
か
か
わ
ら
ず
４
月
３０
日
（水）
ご

ろ
ま
で
に
手
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理

係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
３
）
 

  ●
第
１８
回
市
民
登
山
教
室
参
加

者
〜
「
御
在
所
・
国
見
岳
」

花
の
１
０
０
名
山
、
御
在
所

岳
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
〜
 

             　
御
在
所
岳
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
は
、

花
の
１
０
０
名
山
に
名
を
連
ね
、

全
国
的
に
も
大
変
有
名
で
す
。

毎
年
、
５
月
の
連
休
前
後
が
花

の
ピ
ー
ク
で
、
山
が
ピ
ン
ク
に

染
ま
っ
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

景
色
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
標
高
８

７
７
㍍
の
武
平
峠
か
ら
御
在
所

岳
山
頂
に
登
り
、
国
見
峠
、
国

見
岳
、
根
の
平
峠
へ
と
縦
走
し
、

朝
明
渓
谷
に
下
山
す
る
コ
ー
ス

で
す
。
登
り
１
時
間
３０
分
、
下

り
２
時
間
３０
分
ほ
ど
の
下
り
主

体
の
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
バ

ス
な
ら
で
は
の
縦
走
コ
ー
ス
な

の
で
、
マ
イ
カ
ー
登
山
２
回
分

を
一
度
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
３
日
（土） 
（祝）
（
予

備
日
５
月
５
日
（月） 
（祝）
）
午
前
６

時
４５
分
集
合
、
午
後
５
時
３０
分

解
散
予
定
 

▼
と
こ
ろ
　
鈴
鹿
山
脈
（
御
在

所
岳
１
千
２
１
２
㍍
、
国
見
岳

１
千
１
７
１
㍍
）
 

▼
集
合
場
所
　
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

▼
募
集
人
数
　
４０
人
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の
健

康
な
人
で
、
往
復
４
時
間
程
度

の
登
山
に
耐
え
う
る
人
（
６５
歳

以
上
は
登
山
経
験
者
に
限
る
）
。
 

▼
説
明
会
　
申
込
手
続
後
、
３０

分
程
度
の
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
 

▼
参
加
費
用
　
３
千
円
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
１０
日
（木）
午

後
７
時
よ
り
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け

付
け
ま
す
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

※
教
室
参
加
回
数
２
回
ま
で
の

人
を
優
先
し
ま
す
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
午
後
７
時
の

時
点
で
抽
選
し
ま
す
。
 

※
欠
員
が
あ
り
、
４
月
１１
日
以

降
の
申
込
は
、
事
前
説
明
会
が

な
い
た
め
、
市
民
登
山
教
室
参

加
経
験
者
に
限
り
ま
す
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６

６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６５
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
２０
日
（日）
午
前
９

時
〜
受
付
、
午
前
１０
時
〜
試
合

開
始
（
雨
天
予
備
日
４
月
２７
日

（日）
）
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
者
（
高
校
生
以
上
対

象
）
 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
小
池
（
☎
３
７
‐
１

８
７
８
）
 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。
物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 
登録物品（２月２９日現在） 
★譲ります（有償）　Ａ型ベビーカー　 
★あげます（無償）　勉強机と椅子、カラーテレビ（１９

インチ）、ワープロ、起工業高等学
校昼間定時制女子用制服、冷蔵庫、
食器棚、チャイルドシート、二槽式
洗濯機、Ｂ型ベビーカー、敷布団・
掛布団セット（２セット） 

★求めます　　　　二段ベッド、加湿器、全自動洗濯機、
ジュニアシート（背もたれ無）、電
子ピアノ 

　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認
できます。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２） 

★不用品データバンク★ 
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岩倉市体育協会の会員を募集します 
問合先　岩倉市体育協会事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） ▼

 

北空手道 

五条川空手道 

北小卓球 

東小卓球 

五条川小卓球 

南中卓球 

ママさん卓球 

剣道連盟 

総合体育文化センター 

五条川小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館（北小学校内） 

居合道 市立武道館 

市立武道館 
総合体育文化センター 

総合体育文化センター 
南部中学校弘道館 

射撃協会 

ソフトテニス協会 

愛知県・岡崎・関射撃場 

野寄テニスコート 

テニス協会 

サッカー協会 

柔道会 

スキー部 

水泳部 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

未定 

山岳会 総合体育文化センター 

市営大地プール 
近隣温水プール 

ゴルフ部会 

東新町空手道 岩倉団地集会所 
岩倉東小学校体育館 

国際ゴルフクラブ 
（小牧市） 

卓球協会 

空手道連盟 

太田勝己 
田中伸行 

曽我金作 

八尾　弘 

久村幸則 

村瀬正人 

小林啓子 

小池幸夫 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

舩橋茂樹 
丹羽金昇 

松岡良高 
松下明房 

黒宮　彰 宮田　哲☎３７-４４４４ 

会場で受け付け 
小池幸夫☎３７-１８７８ 

渡辺茂男 

河村鑛行 
長谷川雄一 

鈴木新彦 

栗木洋明 

福山　修 

会場で受け付け 

堀　　巌☎３７-７８９３ 
舩橋裕之☎３７-２６３８ 

鈴木新彦☎６６-６３９１ 

栗木洋明☎３７-０９０５ 

服部光知哲 

小林勝輝 
鉄屋征志 

村松真理子 
大石　武 

会場で受け付け 
福山　修☎３８-６２９３ 

会場で受け付け 
小林勝輝☎６６-６９２２ 

高校生以上 

一般 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

一般 
小・中・高校生 

高校生 
一般 
ジュニア 
一般・シニア 

高校生以上 

〃 

〃 

婦人 

中学生以上 

多数 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

〃 

一般 
高校生 

小学５年生以上 

２０歳以上 

２０人 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　費 

年 １２，０００円 

年　１，０００円 

入会金　なし 
　年　　１，０００円 

入会金　なし 
　月　　１，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　５，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 
入会金　４，０００円 
　年　　６，０００円 

月　３，５００円 

入会金　５，０００円 
　月　　　８００円 

〃 

〃 

年　５，０００円 

入会金　なし 
　年　　５，０００円 

月　１，５００円 

　年　　６，０００円 
　年　　５，０００円 

一般 
高校生 
小・中学生 

　年　　６，０００円 
　年　　５，０００円 
　年　　２，５００円 

一般 
高校生 

　年　　６，０００円 
　年　　５，０００円 

入会金　２，０００円 
　月　　１，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　７，１００円 

入会金　２，０００円 
　年　　８，５００円 

水・土・日曜日 
午前９時～午後1時 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午前９時～正午 

木曜日 
午前９時～正午 

水・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
月・水曜日 
午後７時～９時 
月・木曜日　午後７時～９時 
金曜日　午後７時～９時 

第１・３土曜日　午前９時～午後５時 
日曜日　午前９時～午後５時 
土・日曜日 
午前９時～午後５時 

毎月２回 
午後７時３０分～９時 
水曜日 
午後８時～ 

バスケットボール部 総合体育文化センター 山口有香 会場で受け付け 女子 〃 
土曜日 
午後７時３０分～９時１５分 

毎月１回 

随時 

随時 

月・金曜日　午後６時３０分～９時３０分 
土曜日　午後６時３０分～９時３０分 

火・木・土曜日午後７時３０分～９時３０分 
月・金曜日午後７時３０分～９時３０分 

水曜日　午後６時３０分～９時３０分 
土曜日　午後５時３０分～６時３０分 

軟式野球・ソフトボール（男子・女子）を希望されるチームは、軟式野球（事務局）奥村繁（☎３７‐５８８５）、ソフトボール事務局 
（小島保光☎３７‐０４７２）までご連絡ください。 

バレーボール協会 
団　　体　　名 会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　　費 

団　　体　　名 会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　　費 

木曜日　午前９時～正午 
土曜日　午後７時３０分～９時３０分 

バドミントン協会 

北小バドミントン 

東小バドミントン 

五条川小バドミントン 

曽野小バドミントン 

南中バドミントン 

総体バドミントン 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館（北小学校内） 会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

小学５年生以上 

月 ５００円 

〃 

〃 

〃 

月 ７００円 火曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月  　　１,０００円 
月　  　   ７００円 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

岩倉北バレーボール 

岩倉南バレーボール 

岩倉東バレーボール 

五条川バレーボール 

曽野バレーボール 

岩倉すみれバレーボール 

つくしバレーボール 

男子バレーボール岩倉 

バレーボール協会（女子） 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

婦人 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

家庭婦人 

高校生以上 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

南小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

総合体育文化センター 

南小学校体育館 

市立体育館（北小学校内） 

市立体育館（北小学校内） 

市立体育館（北小学校内） 

月 ５００円 

月 ５００円 

月 ６００円 

土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月 １，０００円 水曜日 
午前９時３０分～正午 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後１２時３０分～２時３０分 

岩倉FVI 〃 高校生以上の女子 〃 市立体育館（北小学校内） 月曜日 午後７時３０分～９時３０分 

第２金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

水曜日　午後７時～９時３０分 
土曜日　午後１時３０分～４時３０分 



平成20年4月1日 31

相 談 
その他 

健康  

  ●
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓

練
受
講
者
 

  パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
 

▼
と
き
　
５
月
１３
日
（火）
〜
６
月

１９
日
（木）
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
４０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
マ
ル
カ
ン
酢
伏
見
 

ビ
ル
 

▼
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
 

▼
対
象
　
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神
等
）
 

▼
定
員
　
７
人（
面
接
で
選
考
） 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
３０
日
（水）
ま

で
に
、
公
共
職
業
安
定
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
受
講

に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
）
。
 

い
ぬ
や
ま
ｅ
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ー

ト
コ
ー
ス
 

▼
と
き
　
５
月
１３
日
（火）
〜
６
月

２４
日
（火）
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
 

▼
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
 

▼
対
象
　
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神
等
）
 

▼
定
員
　
７
人（
面
接
で
選
考
） 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
必
要
で
す
）
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
２５
日
（金）
ま

で
に
、
公
共
職
業
安
定
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
受
講
に

は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
で
す
）
。
 

キ
ャ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
Ｃ
Ａ
Ｄ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
〜
 

▼
と
き
　
５
月
１４
日
（水）
〜
７
月

８
日
（火）
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
零
時
５０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
キ
ャ
ド
フ
ォ
ー
ラ

ム
名
駅
校
 

▼
内
容
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
の
機
械
部
品
・
住

宅
等
の
図
面
作
成
）
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。
 

▼
対
象
　
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
身
体
・
精
神
等
）
 

▼
定
員
　
７
人（
面
接
で
選
考
） 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
必
要
で
す
）
 

▼
申
込
方
法
　
４
月
２５
日
（金）
ま

で
に
、
公
共
職
業
安
定
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
受
講
に

は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
で
す
）
。
 

▼
問
合
先
　
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
、
愛
知
県
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
０
５
３
３
‐

９
３
‐
２
１
０
２
）
 

        ●
江
南
保
健
所
か
ら
の
お

知
ら
せ
 

  組
織
変
更
に
つ
い
て
 

 
愛
知
県
の
保
健
所
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
健
康

危
機
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
か
ら
組
織
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
 

　
支
所
は
「
保
健
分
室
」
に
組

織
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
各
種

の
申
請
受
付
や
難
病
な
ど
の
簡

易
な
専
門
相
談
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
江
南
保
健
所
に
つ
い

て
は
、
保
健
分
室
の
設
置
は
な

く
、
４
月
以
降
も
従
来
と
変
わ

ら
ぬ
体
制
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
江
南
保
健
所
ま

た
は
、
愛
知
県
医
療
福
祉
計
画

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
ま
た
は
、

愛
知
県
医
療
福
祉
計
画
課
（
☎

０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
６
６
） 

相
談
な
ど
の
日
程
に
つ
い
て
 

 
平
成
２０
年
度
江
南
保
健
所
相

談
な
ど
の
日
程
は
表
の
と
お
り

で
す
。
 

 
検
便
（
細
菌
・
虫
卵
）
と
水

質
検
査
は
、
祝
日
の
あ
る
週
や

年
末
年
始
に
は
受
け
付
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
、
江
南
保
健
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
予
約
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
）
 

        ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

年
間
を
通
じ
て
献
血
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
こ
の
時
期
は
、
気
候
の
変
化

や
花
粉
症
等
に
よ
り
献
血
者
が

減
少
し
血
液
が
不
足
が
ち
に
な

り
ま
す
。
 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程

で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
５
日
（土）
 

▼
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場

（西）
五
条
川
河
畔
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

栄養・歯科相談 

水質検査 

種　　別 と　き 時　間 

予約制 

検便（細菌・虫卵） 

ＨＩＶ抗体検査 
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査 

精神保健福祉相談 

メンタルヘルス相談 

毎月第３水曜日 

毎週火曜日 

毎週火曜日 
 
毎週火曜日 
 

毎週月～金曜日 

９：００～１１：００ 

９：００～１１：３０ 

９：００～１１：３０ 
 

９：００～１１：３０ 

９：００～１２：００ 

１２：４５～１６：３０ 

※ＨＩＶ抗体検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査の曜日・時間が変更となりました。 
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  ●
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う
 

  狂
犬
病
と
は
？
 

　
咬
傷
な
ど
か
ら
侵
入
し
た
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
神
経
が
侵
さ
れ

る
病
気
で
、
発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
に
至
る
不
治
の
病

で
す
。
 

日
本
で
の
狂
犬
病
は
？
 

　
国
内
で
は
昭
和
３２
年
以
来
、

狂
犬
病
に
か
か
っ
た
犬
の
発
生

を
見
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 

世
界
保
健
機
構
に
よ
る
と
、
外

国
で
は
年
間
約
５
万
５
千
人
が

狂
犬
病
で
死
亡
し
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
と
の

交
流
が
容
易
に
な
っ
た
昨
今
、

日
本
が
狂
犬
病
の
ウ
イ
ル
ス
で

汚
染
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。
平
成
１８
年
に
は

２
人
の
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
咬

ま
れ
、
国
内
で
発
症
し
、
死
亡

し
て
い
ま
す
。
 

予
防
方
法
は
？
 

　
狂
犬
病
に
は
有
効
な
治
療
法

が
な
い
た
め
感
染
し
な
い
よ
う

に
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
日
本
で
は
「
狂
犬
病
予

防
法
」
に
よ
り
飼
犬
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
後
９０

日
を
過
ぎ
た
ら
必
ず
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く

だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は

毎
年
１
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
 

▼
岩
倉
市
で
は
表
の
と
お
り
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
日
時
を
確
認
の
う
え
、
最

寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ

い
。
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お

知
ら
せ
」
は
が
き
が
、
登
録
さ

れ
て
い
る
飼
養
者
あ
て
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
注
射
会
場
に
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載

内
容
に
誤
記
、
変
更
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
そ
の
内
容
を
訂
正

の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
は
飼
養
者
の
人
が
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
注
射
料
金
は
１
頭
３
千
３
０

０
円
で
す
。
（
内
訳
　
注
射
料

金
２
千
７
５
０
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
５
５
０
円
）
登
録

さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録

手
数
料
３
千
円
が
必
要
で
す
。

お
つ
り
の
要
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
事
故
防
止
の
た
め
、
会
場
へ

は
飼
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
お

連
れ
く
だ
さ
い
。
 

　
犬
の
ふ
ん
は
飼
養
者
の
人
が

責
任
を
持
っ
て
始
末
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▼
個
別
に
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
た
場
合

は
注
射
済
票
の
交
付
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
獣
医
師
発
行
の

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明

書
」
を
お
持
ち
に
な
り
環
境
保

全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

が
必
要
で
す
）
。
ま
た
、
病
気

や
高
齢
な
ど
の
理
由
で
予
防
注

射
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、

獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
明
書
」
を
環
境
保

全
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

▼
登
録
後
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、

犬
の
所
在
地
や
飼
養
者
な
ど
が

変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
環
境
保
全
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
） 

  　
４
月
１
日
（火）
〜
１０
日
（木）
 

●
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
 

  　
新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
順

調
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
た
め
に

も
犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
気
持
ち
の
改
ま
っ
た
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
身
の
回
り
の
防
犯

対
策
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
万
全

の
体
制
を
日
常
化
で
き
る
よ
う

に
習
慣
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

　
特
に
新
入
学
児
童
・
園
児
は

身
を
守
る
力
が
弱
い
だ
け
に
、

保
護
者
を
は
じ
め
周
り
の
大
人

の
目
で
見
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
地
域

で
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を

重
点
的
に
行
い
、
年
間
の
活
動

体
制
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
昨
年
愛
知
県
は
侵
入

盗
の
発
生
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

位
で
し
た
。
自
転
車
の
盗
難
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
両
者

と
も
「
カ
ギ
が
か
け
て
あ
れ

ば
」
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い

と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
、
個
々
レ
ベ
ル
で
の
防

犯
意
識
を
高
め
て
い
く
必
要
を

感
じ
ま
す
。
 

　
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
高
い
防
犯
意
識
を
も
ち
、

身
近
な
対
策
を
具
体
的
に
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。
 

活
動
の
重
点
 

★
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事

件
・
事
故
の
防
止
 

★
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し

た
侵
入
盗
の
防
止
 

★
自
転
車
盗
の
防
止
 

ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
） 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

 

４月１４日（月） 

 

 

４月１５日（火） 

 

 

４月１６日（水） 

 

 

４月１７日（木） 

 

 

４月１８日（金） 

 

 

４月２５日（金） 

と　き と　こ　ろ 時　間 

石仏会館 

東町会館 

大上市場会館 

北島町公会堂 

野寄町公会堂 

川井町白山社 

下本町神明生田神社 

稲荷町稲荷社 

曽野町公会堂 

八剱会館 

新いづみ公園（西市町） 

大矢公園（栄町） 

大地町坂折社 

大山寺町生田明神社 

大市場町公会堂 

八剱会館 

稲荷町稲荷社 

下本町神明生田神社 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①楽園　下 
　　　　　宮部みゆき 
②ホームレス中学生 
　　　　　　田村　裕 
③楽園　上 
　　　　　宮部みゆき 

ベストリーダー 
（１月～２月） 

  
春
の
緑
化
強
調
期
間
４
月
１

日
（火）
〜
５
月
３１
日
（土）
 

●
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
を
 

  　
緑
の
募
金
は
、
「
緑
の
募
金

に
よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
学

校
・
公
園
等
へ
の
植
樹
、
緑
化

木
・
草
花
の
配
布
、
み
ど
り
の

少
年
団
の
育
成
、
樹
木
診
断
等
、

身
近
な
緑
化
の
推
進
や
森
林
整

備
に
関
す
る
事
業
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
 

　
愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
化
強

調
期
間
と
し
て
４
月
１
日
（火）
か

ら
５
月
３１
日
（土）
ま
で
、
県
植
樹

祭
を
始
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

緑
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
期
間
中
、
岩
倉
市
で
も
緑
化

木
の
無
償
配
布
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
「
緑
の
募
金
」
活
動

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
ま
す
。
 

　
緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、

緑
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
に
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
募
金
取
扱
機
関
 

・
県
下
各
市
役
所
・
町
村
役
場
 

・
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務

所
 

▼
実
施
主
体
　
（社）
愛
知
県
緑
化

推
進
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画

係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
 

  ●
地
球
温
暖
化
の
た
め
の

国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
に
つ

い
て
 

  　
現
在
、
地
球
温
暖
化
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
解
決
の
た
め
に
世
界
が
協
力

し
て
つ
く
っ
た
京
都
議
定
書
が
、

２
０
０
５
年
２
月
１６
日
か
ら
発

効
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
約
束

し
た
日
本
の
目
標
は
、
２
０
０

８
年
度
か
ら
２
０
１
２
年
度
の

間
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

１
９
９
０
年
度
に
比
べ
て
６
％

削
減
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
国
民
運
動
「
チ

ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６

％
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た

め
の
次
の
よ
う
な
６
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

★
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う
（
冷

房
２８
℃
、
暖
房
２０
℃
に
設
定
し

よ
う
）
 

★
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

〜
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ

う
〜
 

★
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ

う
〜
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
よ

う
〜
 

★
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

〜
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お

う
〜
 

★
買
い
物
と
ご
み
を
減
ら
そ
う

〜
過
剰
包
装
を
断
ろ
う
〜
 

★
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

〜
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
こ
ま
め
に
 

抜
こ
う
〜
 

▼
公
式
サ
イ
ト
　

h
ttp
://w

w
w
.te
a
m
-6
.jp

 

▼
問
合
先
　
「
チ
ー
ム
・
マ
イ

ナ
ス
６
％
」
運
営
事
務
局
（
☎

０
３
‐
３
２
６
１
‐
８
１
１
３
） 

  　
４
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
 

●
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
こ

こ
ろ
の
居
場
所
）
 

  　
「
心
が
疲
れ
て
い
る
な
」

「
心
の
風
邪
を
ひ
い
て
い
る

な
」
と
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、

誰
で
も
ふ
ら
っ
と
気
軽
に
寄
っ

て
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

と
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
、

「
ほ
っ
と
！
」
な
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
お
し
ゃ
べ
り
が
苦
手
な
人

も
大
歓
迎
で
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
金
曜
日
正
午
〜

午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
栄
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
（
江
南
市
古
知
野
町
久
保

見
１
‐
５
愛
栄
通
り
沿
い
バ
ロ

ー
前
）
 

▼
参
加
費
　
茶
菓
子
代
程
度
 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
ご
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
健
康

支
援
課
（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
） 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん
（
元
適
応
指
導
教
室

長
）
、
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会

相
談
員
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

や
ま  

だ  

か
ず 

ゆ
き 

一
般
新
着
図
書
 

★
職
場
の
う
つ
「
社
会
復
帰
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
　
　
　
　
　
渡
辺
芳
徳
　
著
 

★
今
で
も
乗
れ
る
昭
和
の
鉄
道
 

　
　
　
　
　
小
牟
田
哲
彦
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
さ
く
ら
い
ろ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
 

　
　
　
　
い
し
い
つ
と
む
　
絵

　
　
　
さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ
　
作
 

★
て
を
つ
な
ご
。
 

　
　
　
　
う
え
だ
ま
こ
と
　
絵
 

　
　
あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
　
作
 

 ※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となって
いますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をい
ただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
４月４日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■女性相談 
４月７日（月）・２１日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
４月８日（火）・２３日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９
時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。 
■登記相談 
４月９日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
４月１０日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
４月１１日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
４月１１日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
４月１１日（金）・２５日（金）午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受け
します。 
■総合福祉相談　 
４月１８日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
４月２８日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人
でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊
かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽に
おかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替
休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
日
変

更
の
お
知
ら
せ
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

の
開
設
日
が
毎
月
第
１
日
曜
日

か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日
に
変
更

さ
れ
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
４
月
１７
日
・

５
月
１５
日
・
６
月
１９
日
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約

書
等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
に
よ

る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
‐
３
６
２
０

‐
７
６
５
４
）
 

　電柱等にカラスの巣を発見された場合は、
停電事故の未然防止のためにも、「電柱番
号」を中部電力受付窓口までご連絡してい
ただきますようお願いします。 
　問合先　中部電力株式会社小牧営業所
（☎０５６８‐７１‐７１８３） 

▼
 

カラスの「巣」に起因する 
停電事故防止にご協力を 
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にん　ぷ　けん  こう  しん　さ　　　  こう　ひ　  ふ　たん  かい  すう　　　　 かい  

かい　　  かく だい  

がつ　　　　　　   こく みん ねん きん   ほ　けんりょう　   ねん  きんきゅう  ふ  

ぶん べつしゅうしゅう    　 ひ  

こ　  し　　　ふる   ぎ　　　  ひ  

こく みん けん こう   ほ　けんぜい　　 のう   ふ  しょ　　  そう   ふ  

がく  

ご　じょうほう 

Ampliação do custeio da prefeitura à 
gestante de 3 para 6 vezes

妊婦健康診査の公費負担回数を３回
から６回に拡大します 
� �������	�
 �� �
�	�
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Sobre a Aposentadoria e o beneficio que 
entra em vigor à partir de Abril 

４月からの国民年金保険料・年金給付
額について 
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Estaremos enviando os carnes do 
Seguro Nacional de Saúde

国民健康保険税の納付書を送付します 
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Dia de Coleta do lixo Classificado 
(Dia 1 de até dia 15 de Abril)

分別収集の日 
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Dia da Coleta de Papel velho e Roupa 
usada (Dia 1 de até dia 15 de Abril)

古紙と古着の日 
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ポルトガル語情報コーナー 
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●岩倉防災リーダーの会　　宮 田 智 子  
み や 　  た 　  さ と 　  こ  

　寛政４年（１７７２）榎倉部幹作図とあり、二百拾余年の歳月を経ているが、保存状態が良好であり、
色彩も鮮明に保たれている。 
　画材の性質上、神明太一宮の景観が中心に描かれているが、諸殿の配置や神苑の描写に尊厳な神社の姿
が瞰られる。この絵図には、大山寺町南端の生田橋北畔に建立されていた一の鳥居が描かれており、往時
の犬山街道に沿う岩倉の状況が表現されており、江戸時代の岩倉を知る貴重な資料となっている。下本町
に建てられていた二の鳥居辺りから町並みが見られ当時が偲ばれる。 
　神明太一社の前を過ぎ西折、さらに北に向かう道は現在と同じで、町屋に沿った幼川（五条川）の流れ
や、制札場・城址など一枚の絵図から岩倉の風情がわかる。 

いざ災害が起きたら
昔の人たちが残した言葉の中に、教えられる事がたくさんあります。
気のつくままに拾いだしてみました。 

　隣近所は仲良く、困ったとき助け合えるようにして
おきましょう。いざという時のために、地域の自主防
災会や防災訓練には参加するようにしましょう。 

「向う三軒両隣」「遠くの親戚より近くの他人」 

　災害などの悲惨な事柄は、時間が経つとその記憶は
だんだん希薄になってきます。災害などへの心構えは
忘れないようにしたいものです。 

「災害は忘れたころにやってくる」 

　計画・準備はしっかりしておきましょう。いざとい
う時のために、非常持ち出し袋の準備をしましょう。
一人一日３　の水を３日分は用意しておきましょう。
家族会議を開いて、ばらばらになった時の連絡方法や
いろいろな役割分担などを話し合っておきましょう。 

「転ばぬ先の杖」「予防は治療に勝る」 

　ご飯の炊き方を教えた言葉です。電気・ガスが止ま
っても薪などで炊くことができます。薪で炊き出し訓
練もいいですね。自分の命は自分で、家族の命は家族
で守る工夫をしましょう。 

「はじめチョロチョロ中パッパ、赤子泣いてもふたとるな」 

　昔の人たちが経験した事実から生まれた言葉ですが、
現在に通じる部分があると思います。 

「明日は我が身」「昔は今の鏡」「備えあれば憂いなし」 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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モ ンゴル音楽 
第３２回民族音楽レクチャーコンサート 

八 
剱
憩
い
の
広
場
に
河
津
桜
が
！
 

桜
苗
木
植
樹
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生 演奏で歌ったよ♪ 
ナゴヤシティブラスアンサンブル保育園演奏会 

おかばやしたつ や 

　３月２日、公民館講堂で、民族音楽レクチャーコンサ
ートが行われました。今回は、モンゴルを代表する楽器
馬頭琴とホーミーを、岡林立哉さんが、モンゴルでの体
験談を交えながら演奏しました。 
　馬頭琴とは、モンゴルの遊牧民の間で古くから伝わる、
２弦からなる弦楽器です。また、ホーミーとは、モンゴ
ルの伝統的な発声法で、１人で２つ以上の音を同時に発
生します。ホーミーの歌を聞くと、さまざまな病気が癒
されて元気になると言われています。 
　会場に訪れた皆さんは、馬頭琴とホーミーの聞きなれ
ない不思議な音色に聴き入っていました。 

　２月２７日、八剱憩いの広場で苗木の植樹式が行われました。 
　愛知さくらライオンズクラブの結成を記念して、河津桜が寄
贈され、八剱憩いの広場西側に植樹されました。 
　愛知さくらライオンズクラブは、女性ライオンズクラブとし
て江南、犬山、小牧、岩倉、扶桑、大口の４市２町の会員で構
成されています。来年の３月には、花が見られそうです。 

　２月２５日・２７日、市内の７つの保育園でナ
ゴヤシティブラスアンサンブルによる保育園演奏
会が開かれました。 
　これは、ナゴヤシティブラスアンサンブルがボラ
ンティアで平成９年度から毎年開催されています。 

　２７日に北部保育園で行われた演奏会では、子
どもたちにおなじみの「となりのトトロ」や「ひ
なまつり」、「おもちゃのチャチャチャ」などが演
奏され、子どもたちは演奏に合わせて元気な歌声
を披露しました。 
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★健康チェック 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

4月のカレンダー

　休日急病診療（井上隆義　井上皮膚科） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★母子健康手帳の交付 

分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★乳幼児健康相談 
★ＢＣＧ 
★母親教室第１回 

★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

★ポリオ 
★母親教室第２回 

★ポリオ 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

　休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです 

★すくすく育児教室 
★４か月児健康診査 
分別収集／中本町・東町・中野町・鈴井町 
古紙と古着の日／八剱町・神野町・石仏町 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集／総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表） 

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,719人（＋29人） 

            男性／24,267人（－3人） 

            女性／24,452人（＋32人） 

         世帯数／20,262世帯（＋24世帯） 

        （３月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

　咲希ちゃんが生まれてから、
もう８か月が経ちましたね。い
ろいろと大変なこともあったけ
れど、今こうして元気に育って
いることが、私たち家族にとっ
て何よりも幸せです。また、
私たちの間に生まれてきてく
れたことを本当に嬉しく思いま
す。これからも、咲希ちゃんの
笑顔で、皆の心を癒してくだ
さいね。 

●お父さん・お母さんの一言 
　いつも、笑顔と元気をあり
がとう。毎日が、賑やかで楽し
く、心がポカポカ温かくなるよ。
これからも、いろいろ体験して、
いっぱい吸収して、心も体も
大きくなっていこうね。お父さ
んもお母さんも、優斗と一緒
に成長していくことが、とても
嬉しく楽しみです。生まれて
きてくれて、本当にありがとう。
大好きだよ。 

●お父さん・お母さんの一言 

かみ　や　 さ　 き 

うれ 

うれ 

にぎ 

かわ しま　ゆう　と 

岩倉桜まつり（１０日まで） 
★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★母子健康手帳の交付 


